
無
病
息
災
願
う

土
橋
八
幡
宮
の
神
霊
が
稲
富
の
御お

た
び
し
ょ

旅
所
に
渡と

ぎ
ょ御
す
る
「
土
橋
八
幡
宮

神
幸
行
事
」
が
10
月
17
日
㈪
に
、
御
旅
所
に
二
泊
し
た
あ
と
再
び
同

八
幡
宮
へ
戻
る
「
還
幸
行
事
」
が
19
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
赤
い

赭し
ゃ
ぐ
ま熊

を
か
ぶ
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
獅
子
舞
が
に
ぎ
や
か
に
町
並
み
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。
獅
子
に
か
ま
れ
る
と
そ
の
年
は
無
病
息
災
で
過
ご
せ

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、多
く
の
人
た
ち
が
健
康
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
同
八
幡
宮
が
１
６
０
１
年
福
島
城
築
城
の
際
に
福
島

村
と
稲
富
村
の
境
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ

れ
て
お
り
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

112011(平成23年)
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広報 奥八女は祭り一色！ イベント情報
予約型乗合タクシー愛称募集　ほか 
「ＦＭ八女」スタッフ募集　ほか
平成24年度保育所（園）入所申し込みについて ほか 
八女寸寸語⑨ ―「矢部川に筏が下る」
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【今月の主な内容】



イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
19
日
㈯

◦
飯
干
太
鼓

◦
八
女
津
媛
神
社
浮
立
公
開

◦
郷
土
芸
能
「
石
づ
き
」　
ほ
か

▽
11
月
20
日
㈰

◦
ふ
れ
あ
い
演
芸
会

◦
津
軽
三
味
線
と
民
謡
（
馬
場
姉
妹
）

◦
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ（
ダニ
ー
馬
場
） ほ
か

　
矢
部
村
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
や
焼
き
芋

コ
ー
ナ
ー
、特
産
物
が
当
た
る
入
場
者
抽
選（
空

く
じ
な
し
）、
コ
ケ
ッ
コ
競
鶏
レ
ー
ス
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
、
矢
部
小・

中
学
生
が
披
露
す
る
八
女
津
媛
神
社
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
「
浮
立
」
の
舞
も
見
ど
こ
ろ
の
ひ

と
つ
で
す
。
山
里
の
秋
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

八
女
矢
部
ま
つ
り
に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７・３
１
１
１
）

イ
ベ
ン
ト

◦
子
ど
も
み
こ
し

◦
笠
原
小
学
校
児
童
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃

◦
風
船
と
ば
し

◦
ビ
ン
ゴ
大
会

◦
木
工
教
室

◦
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
体
験
会 

ほ
か

　
八
女
茶
発
祥
の
地
〝
笠
原
〟
の
山
に
囲
ま

れ
た
小
さ
な
集
落
に
も
、
早
く
も
冬
の
足
音

が
聞
こ
え
て
く
る
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
笠
原

に
26
年
も
続
い
て
い
る
手
作
り
の
お
祭
り
が

笠
原
ま
つ
り
「
だ
っ
で
ん
祭
」。
つ
る
べ
落
と

し
の
晩
秋
の
一
日
、
あ
な
た
も
ほ
っ
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
笠
原
な
ら
で
は
の
特
産
品
や
な
つ
か
し
い

田
舎
料
理
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
笠
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

日
野
さ
ん（
☎
０
９
０・４
３
４
５・１
５
７
１
）

イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
12
日
㈯

◦
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
シ
ョ
ー

◦
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス

◦
ダ
ニ
ー
馬
場
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
11
月
13
日
㈰

◦
全
日
本
き
ん
ま
選
手
権
大
会

ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

タ
レ
ン
ト　
斎
藤
ふ
み
さ
ん

◦
八
女
学
院
中
学・高
等
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

　
そ
の
ほ
か
２
日
間
を
通
し
て
各
種
バ
ザ
ー
、

森
林
号
の
運
行
等
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

　
奥
八
女・矢
部
村
の「
八
女
津
媛
神
社
」で
、

も
み
じ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
境
内
の
紅

葉
が
一
面
、
紅
色
に
染
ま
る
時
は
見
事
で
す
。

最
近
で
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
樹
齢
６
０
０
年

の
神
木
「
権
現
杉
」、
八
女
津
媛
が
顔
を
洗
っ

た
と
さ
れ
る
美
人
に
な
る
岩
清
水
「
媛
し
ず

く
」、
窟
の
中
か
ら
寄
り
添
う
よ
う
に
発
見
さ

れ
た
安
産
の
石
「
夫
婦
岩
」、
絶
対
に
枯
れ
ず

濁
ら
な
い
開
運
の
井
戸
「
女
神
湧
水
」
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
が
満
載
で
す
。

　
13
日
㈰
に
は
、
境
内
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
だ
ご
汁
、
よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ

う
な
ど
の
販
売
、
青
空
市
場
も
行
い
ま
す
。

子
宝
や
縁
結
び
に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る

八
女
津
媛
神
社
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７・３
１
１
１
）

時間＝10時～

1112㈯・13㈰

時間＝10時～

1119㈯・20㈰

時間＝９時30分～

11 20㈰

時間＝10時～

1112㈯・13㈰

第24回八女上陽まつり
場所＝春の山公園グラウンド

第27回八女矢部まつり
場所＝矢部川源流公園

第26回笠原まつり「だっでん祭」
場所＝きのこ村キャンプ場特設会場

八女津媛神社 もみじまつり
場所＝八女津媛神社境内

奥
八
女
は

一
色
！
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広報やめ　2011.11.13

◉
応
募
方
法

▽
八
女
市
の
地
域
や
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
覚
え
や
す
く

親
し
み
や
す
い
愛
称
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
関
係
者
の

応
募
は
不
可
と
し
ま
す
。

▽
応
募
作
品
は
、
自
作
か
つ
未
発
表
の
も
の

と
し
ま
す
。
ま
た
、
採
用
さ
れ
た
作
品
の
諸

権
利
は
八
女
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

▽
乗
合
タ
ク
シ
ー
車
内
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
ま
た
は
任
意
の
様
式
に
①
住
所 

②
氏
名 

③
年
齢 

④
電
話
番
号 

⑤
愛
称
（
読
み
方
を

付
記
） 

⑥
愛
称
の
意
味
や
理
由
を
記
載
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
地
域
支
援
課
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
応
募
期
間

11
月
１
日
㈫
～
11
月
30
日
㈬
※
17
時
必
着

◉
賞
お
よ
び
賞
品

▽
採
用
作
品
　
１
点

八
女
の
特
産
品
（
２
万
円
相
当
）

▽
入
選
作
品
　
４
点

八
女
の
特
産
品
（
２
５
０
０
円
相
当
）

▽
受
賞
作
品
に
複
数
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合

は
抽
選
で
受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

◉
発
表

決
定
し
た
愛
称
は
、
広
報
や
め
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
各

受
賞
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

◉
応
募
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

八
女
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
事
務
局
（
地

域
支
援
課
交
通
対
策
係
）

〒
８
３
４
―
８
５
８
５ 

八
女
市
本
町
６
４
７

☎
２
３・１
２
２
４

N
２
２・２
１
８
６

　
八
女
の
お
祭
り
が
、
福
岡
市
役
所
ふ
れ
あ
い
広
場

に
出
張
し
ま
す
。「
新
八
女
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ
No
１

決
定
戦
」
も
開
催
し
ま
す
。

　
合
併
で
県
内
２
位
の
面
積
と
な
っ
た
八
女
市
の
特

産
品
、
伝
統
工
芸
品
、
農
林
産
品
、
観
光
資
源
、
伝

統
文
化
や
「
う
ま
か
も
ん
」
を
、
福
岡
市
役
所
前
広

場
で
紹
介
し
ま
す
。

お
茶
い
っ
ぱ
い
の
日
の
手
も
み
実
演
、
煎
茶
・
玉
露

の
試
飲
販
売
、
農
林
水
産
物
・
加
工
品
・
地
酒
の
販
売
、

八
女
津
媛
に
よ
る
観
光
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
、
伝
統
工

芸
の
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
提
灯
の
絵
付
け
な
ど

八
女
市
の
伝
統
文
化
も
体
験
で
き
ま
す
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
八
女
弁
講
座
で
お
な
じ
み
ダ

ニ
ー
馬
場
さ
ん
や
、
八
女
の
民
謡
・
三
味
線
の
馬
場
姉

妹
な
ど
の
八
女
市
観
光
大
使
や
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
深

町
宏
さ
ん
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ま
た
、
黒
木
の
「
田
代
の
風
流
」（
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）、
星
野
の
「
風
流
（
横
廻
り
）」
の
公
開
も
見

も
の
で
す
。

愛称募集
現在、市内全域で運行している「八女市予約型
乗合タクシー」が、さらに親しまれ多くの皆さ
まにご利用されるよう、愛称を募集します。皆
さまの多数のご応募をお待ちしています。

応募期間＝11月1日火～11月30日水

「
八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

八女市合併記念

茶のくに八女・奥八女の物産と観光展
◦期日　 　月    日㈯～ 　日㈰11 26 27
◦時間  10時～ 16時（26日は17時まで）
◦会場　福岡市役所ふれあい広場
◦主催　八女市・新八女市のご当地グルメNo1 決定戦実行委員会

八女市の
特産品等が
当たる来場者
抽選会も
開催‼

八女市観光大使
などがステージ
を盛り上げます！

ダニー馬場

深町 宏

黒木町「田代の風流」



4　2011.11.1　広報やめ

八
女
市
で
は
、
安
全･

安
心
の

地
域
づ
く
り
を
基
本
に
、
防
災
・

行
政
情
報
、
生
活
情
報
、
観
光
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
情
報
伝
達
と

地
域
活
性
化
お
よ
び
産
業
活
性
化

を
推
進
し
、
市
民
の
福
祉
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
局
「
Ｆ

Ｍ
八
女
」
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。「

Ｆ
Ｍ
八
女
」
の
本
社
ス
タ
ジ

オ
を
黒
木
総
合
支
所
内
に
、
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
を
八
女
市
民
会

館
「
お
り
な
す
八
女
」
内
に
設
置

し
ま
す
。
現
在
、
放
送
局
を
運
営

す
る
組
織
と
し
て
「
一
般
財
団
法

人 

Ｆ
Ｍ
八
女
」
を
設
立
し
、
平
成

24
年
度
初
め
の
放
送
開
始
（
放
送

免
許
取
得
後
）
に
向
け
て
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

放
送
局
の
運
営
に
は
放
送
法
等

の
熟
知
や
技
術
的
に
も
特
殊
な
ノ

ウ
ハ
ウ
等
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
最
初
の
数
年
間
は
久
留
米
市

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
「
ド

リ
ー
ム
ス
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会

社
」
の
協
力
を
得
な
が
ら
放
送
を

行
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
回
募
集
す
る
ス

タ
ッ
フ
は
、「
ド
リ
ー
ム
ス
エ
フ
エ

ム
の
社
員
」
と
し
て
採
用
さ
れ
、

Ｆ
Ｍ
八
女
と
ド
リ
ー
ム
ス
Ｆ
Ｍ
の

放
送
業
務
に
携
わ
り
な
が
ら
、
放

送
に
関
す
る
知
識
や
技
術
等
を
習

得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、

「
Ｆ
Ｍ
八
女
」
が
単
独
運
営
（
平

成
28
年
予
定
）に
移
行
す
る
際
に
、

一
般
財
団
法
人
Ｆ
Ｍ
八
女
に
移
籍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▶スタッフ募集要項
仕 事 内 容 ラジオ放送の番組企画・番組制作・放送機器操作・

アナウンス業務・ディレクター業務・経理事務

勤 務 先 一般財団法人ＦＭ八女およびドリームスエフエム
放送株式会社

募 集 人 員 ２人

募 集 条 件

◦高卒以上の人
◦普通自動車免許が必要（ＡＴ限定可）
◦パソコン操作（ワード、エクセル）ができる人
◦八女が好きな人、明るく元気でチャレンジ精
神旺盛な人

応募受付期間 11月1日㈫～ 11月30日㈬　※必着

面　　 接

日時＝12月11日㈰　※時間は後日連絡
会場＝八女市民会館「おりなす八女」
※応募者が多数の場合は、書類審査通過者の
み面接を行います。

採　　 用 採用決定＝12月下旬に通知
就労開始＝平成24年1月16日㈪～

応 募 方 法

ハローワーク八女で応募手続きをされた後、ドリー
ムスエフエム放送株式会社へ、履歴書、職務経
歴書、志望動機（800字以内）を郵送によりお
送りください。
▷ハローワーク八女

（☎0943・23・6188）
〒834‒0023 福岡県八女市馬場514‒3
※八女市総合体育館の前にあります
▷ドリームスエフエム放送株式会社

（☎0942・30・0765）
〒830‒0023
福岡県久留米市中央町35‒20

そ の 他
平成24年度中に追加募集を行う予定です。
フリースタッフ、ボランティアスタッフ等についても別
途募集を行う予定です。

問い合わせ ドリームスエフエム放送株式会社
（☎0942・30・0765）

八
女
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
局

「
Ｆ
Ｍ
八
女
」で
働
く
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

皆
さ
ん
八
女
福
島
地
区
の
観
光
案
内

所
「
ま
ち
あ
ん
な
い
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

観
光
案
内
所
と
い
っ
て
も
新
し
い
施
設

で
は
な
く
、
地
元
の
お
店
や
工
房
が
立
ち

寄
ら
れ
た
人
に
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
す
る
案
内
所
で
す
。
案
内
所
の

目
印
は
町
並
み
の
雰
囲
気
に
な
じ
む
よ
う

に
と
メ
ン
バ
ー
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
れ
ん
。

福
島
地
区
白
壁
の
町
並
み
を
中
心
に
、
訪

れ
た
人
に
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
や
道

案
内
、
ま
た
ト
イ
レ
や
駐
車
場
の
提
供
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
八
女
福
島
を

初
め
て
訪
れ
る
人
か
ら
、
お
店
や
施
設
の

場
所
が
分
か
ら
ず
、
ど
こ
を
散
策
し
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
を
聞
い
た

こ
と
。
そ
の
人
た
ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
場
所
が
町
の
所
々
に
あ
れ
ば
、
と
若
手

を
中
心
に
昨
年
秋
か
ら
活
動
を
始
め
、
今

年
の
８
月
か
ら
案
内
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
11
人
。
定
期
的
に

集
ま
り
、
町
の
こ
と
や
お
も
て
な
し
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
、
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
市
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
は
も

ち
ろ
ん
、
地
元
の
人
に
も
、
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
お
客
さ
ま
を
お

も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
ま
す
」
と
話

す
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
、
和
菓
子
店
を
営

む
川
島
和
美
さ
ん
。

福
島
を
訪
れ
た
際
は
、「
ま
ち
あ
ん
な

い
」
の
の
れ
ん
を
目
印
に
ぜ
ひ
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

八
女
福
島
の
観
光
案
内
所
　「
ま
ち
あ
ん
な
い
」

人
の
温
か
さ
で
伝
え
よ
う

町のことやおもてなしについて学びながら
情報交換しています

デザインしたのれんを手にする「まちあんない」のメンバーの皆さん
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申
込
書
は
市
役
所
子
育
て
支
援
課
、
各

支
所
、
各
保
育
所
（
園
）
に
準
備
し
て
い
ま

す
。
事
前
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
在
園
児
も
新
入
園
児
も
、
第
１
希
望

の
保
育
所
（
園
）
の
受
付
会
場
へ
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
※
印
の
つ
い
た

保
育
所
（
園
）
へ
初
め
て
申
込
み
を
さ
れ
る

場
合
は
、
お
子
様
の
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
子
様
も
一
緒
に
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
受
付
に
は
申
込
書
と
印

鑑
が
必
要
で
す
。
そ
の
他
必
要
な
書
類
等
に

つ
い
て
は
、
受
付
時
ま
た
は
そ
れ
以
降
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
下
記
の
日
程
で
手

続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
市
役
所
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
支
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
保
育
所
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝

▽
子
育
て
支
援
課 

保
育
所
係

（
☎
２
３・１
３
５
１
）

▽
黒
木
総
合
支
所 

保
健
福
祉
課 

福
祉
・
子

育
て
支
援
係
（
☎
４
２・１
１
１
４
）

保育所入所申込受付日程表（受付日欄の○印が受付日です。）

保育所名 受付会場 受　　　付　　　日 受付時間11/７㈪ 11/８㈫ 11/９㈬ 11/10㈭ 11/11㈮
①福島保育所※ 福島保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
②三河保育所※ 三河保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
③八幡保育所※ 八幡保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
④長峰保育所※ 長峰保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
⑤光友保育所※ 光友保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
⑥北山保育所※ 北山保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
⑦八女中央保育園 ※ 八女中央保育園 ○ 9:00 ～ 19:00
⑧ 岡山保育所※ 岡山保育所 ○ 9:00 ～ 19:00
⑨ 上妻保育園※ 上妻保育園 ○ 9:00 ～ 19:00
⑩ 忠見保育園※ 忠見保育園 ○ 9:00 ～ 19:00
⑪ 川崎保育園※ 川崎保育園 ○ 9:00 ～ 17:00
⑫辺春保育園※ 辺春保育園 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
⑬保育所西光園※ 保育所西光園 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
⑭本分保育園

黒木総合支所
第３会議室

○ ○ ○ 9:00 ～ 19:00
⑮黒木保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 19:00
⑯木屋保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 19:00
⑰あゆみ保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 19:00
⑱笠原保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 19:00
⑲大渕保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 19:00
⑳矢部保育園　※ 矢部保育園 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00

 ㉑星野保育所星光園※ 星野保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00

保
育
所（
園
）の

入
所
申
し
込
み

に
つ
い
て

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
保
育
所
入
所
申
し

込
み
を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

◦
講
師
＝
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

小
山
幸
江
さ
ん

①
講
習
編　

※
講
習
編
は
犬
の
飼

育
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ど
な
た
で

も
受
講
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
の
犬
の

同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
日
時
＝
11
月
30
日
㈬
13
時
30
分

～
15
時
30
分
（
13
時
受
付
開
始
）

◦
場
所
＝
八
女
市
担
い
手
研
修
セ

ン
タ
ー
（
立
花
町
谷
川
１
１
５
５
）

◦
募
集
人
員
＝
50
人
（
講
習
編
の

み
の
受
講
も
可
）

②
実
技
編　

※
実
技
編
は
、
12
月

8
日
㈭
お
よ
び
12
月
15
日
㈭
の
２

回
開
催
さ
れ
ま
す
。
実
技
編
の
参

加
者
は
、
①
の
講
習
編
を
受
講
し

た
人
の
中
で
、
２
日
間
犬
と
一
緒
に

参
加
で
き
る
人
の
中
か
ら
８
組
の

選
考
と
な
り
ま
す
（
実
技
編
の
見

学
は
自
由
で
す
）。

①
②
共
通

◦
申
込
期
間
＝
11
月
1
日
㈫
～
11

月
25
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
　

保
健
衛
生
課
生
活
衛
生
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
６
３
）

愛犬と楽しく暮らすために犬のし
つけを学んでみませんか（無料）

犬のしつけ方入門講座 
３回コース
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■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
本
に
来
て
初
め
て
見
た
雪
は
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。

け
ど
、
今
は
寒
く
て
寒
く
て
…
苦
手
で
す
（
笑
）。

　
夫
は
私
を
大
事
に
思
っ
て
、
日
本
の
暮
ら
し
に
早
く
馴
染
め

る
よ
う
に
と
、
日
本
の
文
化
や
習
慣
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
日

本
の
心
が
わ
か
る
日
本
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日

本
料
理
も
教
わ
っ
て
、
料
理
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
忙
し
く

て
も
材
料
が
あ
れ
ば
も
っ
た
い
な
い
の
で
作
り
ま
す
。
お
弁
当

や
巻
き
寿
司
な
ど
上
手
く
で
き
た
ら
写
真
を
撮
っ
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
た
ま
に
母
国
料
理
も
し
ま
す
。
私
の
手
作
り
ガ
ニ
漬

け
で
味
付
け
し
た
母
国
風
ゴ
ー
ヤ
の
炒
め
物
は
好
評
で
す
。
そ

ん
な
ふ
う
に
安
心
し
て
喜
ぶ
家
族
の
笑
顔
を
見
た
い
か
ら
、
家

庭
の
味
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
日
本
語
は
特
に
漢
字
が
難
し
い
の
で
日
本
語
教
室
に
通
っ
て

い
ま
す
。
夫
や
母
に
送
迎
し
て
も
ら
っ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
は
勉
強
以
外
に
踊
り
や
料
理
な
ど
、
日
本
の
文
化
を
知
る

交
流
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
。
そ
れ
に
休
憩
時
間
の

お
し
ゃ
べ
り
は
心
が
和
み
ま
す
。
日
本
と
母
国
の
違
い
で
感
じ

る
の
は
、
健
康
保
険
や
子
育
て
の
支
援
な
ど
、
い
ろ
ん
な
親
切

な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
で
す
。
で
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
日
本
の

よ
う
に
お
金
や
モ
ノ
は
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
明
る
い
笑
顔
を

し
て
い
ま
す
。
母
国
に
は
〝
バ
ハ
ラ
ナ
〟
と
い
う
好
き
な
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
八
女
弁
で
言
う
と
〝
ど
げ
ん
か
な
る
〟
と
い
う

意
味
で
す
。「
そ
の
日
を
楽
し
も
う
！
」
そ
ん
な
思
い
で
、
息
子

た
ち
も
の
び
の
び
と
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
私
の
幸
せ
で
す
。

外国から来られて言葉が分らず困っている人がいたら、こ
の教室のことを教えてあげてください。◦日時＝木曜日（第
5・祝日はありません）10 時～ 11時 45 分※託児あり◦場
所＝おりなす八女交流棟◦会費＝100 円 /1回◦申し込み・
問い合わせ＝久保田さん（☎０８０・２７３６・３０６０）

親子でドライブ

フィリピン出身。結婚を機に来日し
て９年。夫と一緒に、親切・丁寧を
モットーに塗装の仕事をしている。

山下シェリルさん（黒木）
″バハラナ（どげんかなる）″

タ
イ
出
身
。
タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
免
許
を
取
得
後
、
10

年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
2
年
前
八
女
市
本
村
に
自

分
の
お
店
を
オ
ー
プ
ン
。

中
島
ワ
ス
ポ
ン
さ
ん
（
高
塚
）

あ
る
が
ま
ま
に
私
ら
し
く

　
婚
を
機
に
来
日
し
て
、
24
年
が
た
ち
ま
し
た
。
最
初
に

し
た
ス
ー
パ
ー
の
販
売
の
仕
事
は
、
日
本
の
食
文
化
と

モ
ノ
の
名
前
を
覚
え
る
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
漢

字
の
読
み
書
き
が
苦
手
で
、
分
か
ら
な
い
と
き
は
二
人
の
息
子

が
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
母
国
か
ら
見
守
っ
て
く
れ
る
妹
が
い
て
心
強
い
で
す
。

　
現
在
、
タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
店
を
し
て
い
ま
す
が
、
き
っ

か
け
は
タ
イ
人
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
有
名
に
な
っ
た
ら
な
ん

と
か
な
る
っ
て
、
神
経
を
張
り
詰
め
て
い
た
頃
、
心
が
折
れ
そ

う
な
私
に
息
子
が
か
け
て
く
れ
た
言
葉
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
普
通
で
い
い
よ
」
と
。
あ
る
が
ま
ま
の
私
で
人
と
関
わ
っ
て
い

け
ば
、
家
族

の
よ
う
な
絆
の

輪
が
で
き
る
ん

だ
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
日
本
人
は

心
が
豊
か
で

す
。
お
客
さ

ん
が
こ
の
店
の

立
ち
上
げ
な

ど
、
す
べ
て
を

手
伝
っ
て
く
れ

て
、
す
ご
く

感
謝
し
て
い
ま

す
。

学習は出身国や日本語の習得レベルに応じてグループ分けして行われています

母国の誇りをもって
現在、外国籍を持ち八女市民として暮らしている人は、15 か国３１３人（９月末現在）と年々増え続けています。来日の目的は、
留学や仕事、結婚などさまざまです。これから、身近なところで違った文化や習慣を持つ人と接することが多くなってくるでしょう。
このような中、昨年度実施した市民意識調査によると、「外国人の人権を守るために最も大事なこととして、交流を通じて異文化理
解を深める」があげられています。そこで今回は、外国からこの地へ来て暮らしている人に、それぞれの思いを語っていただきました。

お店で息子の裕貴さんと

結

日

八女日本語教室「よー
ら話そう」では、教室
受講生と運営スタッ
フを募集しています。

なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）



♥
職
場
で
は
・
・
・

女
性
の
仕
事
は
簡
単
な
事
務
処
理
ぐ
ら
い

と
か
、
重
要
な
ポ
ス
ト
に
は
女
性
が
い
な
い
と

い
う
思
い
込
み
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
詳
し
い

話
は
男
性
に
し
か
で
き
な
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
。
今
は
あ
ら
ゆ
る
職
場
で
、
女
性
職
員

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

女
性
も
男
性
も
性
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
一

人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
す
る
機
会

を
奪
っ
た
り
、
奪
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い

社
会
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

現
在
の
育
児
休
業
制
度
は
、
父
親
が
育
児
休

業
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
母
親
が
専
業

主
婦
で
あ
る
場
合
で
も
父
親
が
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
母
親
だ
け

で
な
く
父
親
も
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
は
、

取
得
で
き
る
期
間
が
２
か
月
延
長
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
子
育
て
は
、
母
親
だ
け
で
な
く
父

親
も
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
社
会
が
そ
れ
を
支

え
て
い
く
と
い
う
認
識
を
も
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

♥
地
域
で
は
・
・
・

地
域
の
役
員
、
長
は
男
性
だ
け
で
決
め
て

い
ま
せ
ん
か
。
性
別
や
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、

地
域
の
決
め
事
へ
の
場
に
は
大
い
に
参
画
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
一
方
で
、
い
ざ
役

が
ま
わ
っ
て
来
た
時
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う

理
由
で
逃
げ
て
い
ま
せ
ん
か
。
勇
気
を
出
し

て
引
き
受
け
れ
ば
い
い
の
で
す
。
女
性
リ
ー

ダ
ー
を
地
域
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

暴
力
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
殴
る
け
る
の
身
体
的
な
暴
力
だ

け
で
な
く
、
怒
鳴
る
、
脅
す
、
電
話
や
外
出

を
制
限
す
る
な
ど
も
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
に
あ
た
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
で
お

悩
み
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
ぅ
ぎ
ゃ
ざ
ー

八
女
市
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
て

制
作
　
こ
ら
ぼ
れ
ー
と
（
八
女
市
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
編
集
委
員
会
）

　注１）「とぅぎゃざー」とは、英語の together（共に、一緒に、共同して）から情報誌の名称としています。

と
ぅ
ぎ
ゃ
ざ
ー

お
ん
な
＆
お
と
こ

　

個
性が
輝く

　　まちが
輝

く6 月に作品を募集したところ、たくさんの応
募をいただきありがとうございました。応募
作品の展示を行います。ぜひご覧ください。

あ
な
た
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

職
場
や
地
域
で
の
身
近
な
出
来
事
を
・
・
・

あ
る
窓
口
へ
詳
し
い
話
を
聞
き
に
来
た
が
、

女
性
職
員
が
応
対
し
て
き
た
の
で
、
女
性
で

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
。「
男
性
職
員
は

い
な
い
の
か
。
課
長
さ
ん
は
い
な
い
の
か
。」

と
尋
ね
た
ら
、
女
性
の
課
長
が
出
て
き
た
の

で
、
び
っ
く
り
し
た
。

最
優
秀
賞
　
西
村 

了
さ
ん

優
秀
賞
　
松
尾
茂
伸
さ
ん

優
秀
賞
　
松
尾
茂
伸
さ
ん

最
優
秀
賞

川
口
仲
代
さ
ん

優
秀
賞
　
谷
崎
幹
晟
さ
ん

優
秀
賞
　
倉
員
律
子
さ
ん

女
性
は
育
児
休
業
を
取
る
け
ど
、
男
性
は
取

ら
な
い
の
？
子
ど
も
と
接
す
る
い
い
機
会
な

の
に
ね
。

地
域
で
い
ろ
ん
な
役
が
あ
る
け
れ
ど
、
男
性

ば
か
り
で
女
性
が
少
な
い
よ
ね
。
誰
か
す
る

人
お
ら
ん
と
や
ろ
う
か
。

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
12
日
～
25
日

男女がともに輝く写真・絵手紙展
⃝期間＝11月23日㈷～29日㈫
⃝場所＝おりなす八女情報発信コーナー

写真部門

絵手紙部門

⃝問い合わせ＝男女共同参画・生涯学習課
（☎23・1314）

【
相
談
窓
口
】

⃝
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
３
・
７

５
２
０
）
※
月
～
金　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

⃝
女
性
相
談
所
（
☎
０
９
２
・
７
１
１
・
９
８
７

４
）
※
月
～
金　

９
時
～
17
時
15
分

⃝
夜
間
・
休
日
相
談
電
話
（
☎
０
９
２
・
７
１

６
・
０
４
２
４
）
※
月
～
金　

17
時
15
分
～
24
時

　

土
・
日
・
祝　

９
時
～
24
時

⃝
男
女
共
同
参
画
推
進
支
援
委
員
相
談
（
☎
２

３
・
１
３
１
４
）
※
要
予
約
・
毎
月
第
２
木
曜
午
後

広報やめ　2011.11.17
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矢
部
川
に
筏
が
流
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
で
は
矢
部
川
の
水
量
が
少

な
く
て
、
と
て
も
筏
が
流
さ
れ
る
状
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
向
神
ダ
ム
が
で
き
て
か
ら

特
に
水
量
が
調
整
さ
れ
て
、
雨
の
少
な
い
時

は
川
の
水
も
ず
い
ぶ
ん
と
少
な
い
時
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
矢
部
川
の
筏
が

流
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
時
代
は
、い
つ
ご
ろ

の
事
で
し
ょ
う
か
。
記
録
に
よ
る
と
、
明
治

の
初
期
の
明
治
二
十
二
年
（
一八
八
九
）
頃

の
よ
う
で
す
。
矢
部
川
の
水
量
も
、
そ
の

頃
は
満
々
と
し
て
流
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

今
の
光
景
か
ら
見
ま
す
と
予
想
も
つ
か
ぬ
こ

と
で
す
が
、
筏
が
流
さ
れ
た
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
木
材
や
竹
材
が
数
多
く
瀬

高
や
柳
川
方
面
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時

の
集
計
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
表
示
し
て
い

ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

集
計
表
を
見
ま
す
と
、
杉
材
に
松
材
に

竹
材
が
数
多
く
、
瀬
高
や
柳
川
方
面
に
流

さ
れ
て
い
ま
す
。川
下
り
の
出
発
地
は
大
渕・

木
屋
・
黒
木
あ

た
り
の
よ
う
で

す
が
、
星
野
か
ら

下
っ
た
筏
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

川
下
り
す
る
木

材
の
数
量
が
こ
れ

ま
た
多
量
で
、
杉

二
千
五
百
本
と

か
松
角
千
三
百

本
と
か
集
計
表

で
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
木
材

や
竹
材
を
筏
で
流
す
こ
と
は
大
変
な
仕
事

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
当
時
は
馬
車
や
牛
車
も

木
材
運
搬
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
は
思

い
ま
す
が
、
筏
で
川
下
り
運
搬
の
ほ
う
が
長

材
を
運
ぶ
の
に
適
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
集
計
表
を
ご
覧
に
な
っ
て
お

分
か
り
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
ど
こ
の
誰
か

が
杉
材
と
か
松
材
や
竹
材
、
中
に
は
枕
木

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

川
下
り
を
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
あ
り
ま

す
。
さ
ぞ
か
し
こ
れ
だ
け
の
筏
が
矢
部
川
を

勢
い
よ
く
流
れ
る
様
子
は
壮
観
に
見
え
た
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

川
下
り
の
季
節
が一月
か
ら
二
月
の
冬
の

季
節
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

は
矢
部
川
に
は
井
堰
が
何
か
所
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
夏
期
は
ほ
と
ん
ど
堰
止
め
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
筏
が
流
れ
ま
せ
ん
。
堰

を
築
い
て
い
な
い
冬
の
季
節
に
川
下
り
は
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

寒
い
季
節
に
川
下
り
と
は
、
筏
師
も
大

変
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
筏
が
流
さ
れ

る
時
は
、
筏
師
が
飛
び
乗
り
操
っ
て
川
を

下
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
光
景
を

想
像
し
て
み
ま
す
と
景
色
の
よ
い
矢
部
川

の
流
れ
に
筏
と
は
、
絵
の
よ
う
な
風
景
が

見
受
け
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
で
は
想
像
も
つ
か
ぬ
光
景
で
す
。

矢
部
川
に
筏
の
川
下
り
が
あ
っ
た
記
録
が
発
見

さ
れ
て
驚
き
ま
し
た
の
で
、
筏
下
り
を
紹
介
し

ま
し
た
。
図
表
の
集
計
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期間月日 願　人 住　所 竹木類 竹木量 川下りの出発地 到着地 備　　考

自1月6日～至2月5日 下川良太郎 下妻村尾島 杉材
竹材

2,500本
150本 黒木町下 下妻村尾島 矢部川

〃 〃 〃 松梁 100本 〃 〃 〃
自1月9日～向こう15日間 秀徳宗吉 黒木町 松角 1,300本 黒木 瀬高 矢部川
自1月10日～向こう15日間 中小原嘉三郎 北大渕5841 竹筏 200本 大渕 柳川 〃
自1月12日～至1月25日 小川忠一 黒木町 〃 500本 木屋村 下妻郡津島 〃

〃 〃 〃 杉柱木 1,000本 〃 〃 〃
〃 〃 〃 杉筏 600本 〃 〃 〃

自1月15日～向こう30日間 穴見磯吉 〃 竹筏 400枚 黒木井堰口 柳川新町 〃
自1月13日～至向こう23日間 倉住熊𠮷 星野村 〃 700枚 星野村 瀬高 星野川、矢部川（祈祷院ヨリ下流）

自2月11日～至3月5日 堤興七郎 串毛村 松木
松筏

1,000本
2枚 土窪 柳川 矢部川

〃 〃 〃 竹筏 1枚 〃 〃 〃
自1月18日～向こう15日間 秀徳宗吉 黒木 竹筏 10枚 黒木 柳川 〃

自1月20日～至2月10日 松尾千太郎 北木屋 柱木
杉

1,300本
70本 〃 〃 〃

自1月26日～至2月6日 小川忠一 黒木 杭木 1000本 〃 津島 〃

自1月31日～至2月11日 荒川十五郎 北川内 柱四間木
大杉

500本
30本 大渕 〃 〃

〃 〃 〃 杭木 500本 〃 〃 〃

自1月30日～至2月10日 大塚市蔵 黒木町 杉木丸太
杭木

800本
500本 黒木 津島 〃

※「寸寸語」とは徳田秋声の随筆より拝借。「ちょっといい話」という意味です。題字・吉村誠さん やめすんずんご⑨    

矢部川と星野川の竹木川下り願いの集計 明治23年

矢部川に筏が下る
水
量
満
々
と
し
て
流
れ
る

寒
い
季
節
に
行
わ
れ
て
い
た
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八
女
の
伝
統
産
業
は
、
お
よ
そ
植
物
に
出
発
し
て

い
ま
し
た
。
櫨は

ぜ
の
実
か
ら
木も

く
ろ
う蝋

、
櫨
花
か
ら
蜂
蜜
、

杉
か
ら
用
材
・
樹
皮
・
線
香
粉
、
楮こ

う
ぞの
樹
皮
か
ら
和

紙
、
樟く

す
か
ら
樟
脳
、
茶
か
ら
緑
茶・紅
茶･･･
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
木
竹
・
和
紙
・
蝋
・
桐
油
・
柿
渋
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
て
、
和
傘
・
提
灯
な
ど
も
作
っ
て
き
ま

し
た
。
色
香
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
五
感
豊
か
な
植
物
素

材
を
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
に
使
い
こ
な
し
、
収
益
の
み
な
ら

ず
、
風
景
美
や
自
然
、
文
化
的
土
壌
を
も
育
ん
で
き

て
い
ま
し
た
。
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
今
年
の
企

画
展
テ
ー
マ
の
「
香
り
」
に
際
し
、
今
ま
で
あ
ま
り

気
に
と
め
な
か
っ
た
植
物
・
香
り
の
面
か
ら
、
先
人

来
の
生
業
に
目
を
向
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦
期
間
＝
11
月
１
日
㈫
～
11
月
27
日
㈰

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

（
☎
２
３・４
３
１
１
）

植
物
・
生な

り

業わ
い

・

　   

香
り
展

11月の
横町町家
交流館の
催し

ハーモニーホール（大ホール）

11/3 ㈷
14：00 ～

「八女ベーゼンドルファー音楽祭」プレ・コンサート
石井啓一郎 with 石井啓子ヴァイオリンリサ
イタル／一般 1,500 円　学生 500 円　
問ベーゼンドルファー音楽祭プロジェクト☎ 24・3829

11/3 ㈷
16：00 ～

シンポジウム″八女で文化力を語る″
これからの芸術・文化がもつ意味とは　入場無料
問ベーゼンドルファー音楽祭プロジェクト☎ 24・3829

11/5 ㈯
11：00 ～

合併記念事業「神田 紅」講演会
チケット500 円※全席指定
問健康課☎ 23・1308

11/6 ㈰
１部10：00～
2部13：00～

合併記念事業「八女市教育の日」
問学校教育課☎ 23・1954

11/13 ㈰
10：30 ～

八女総合文化祭
日舞・詩吟・三味線・バレエ　その他　　入場無料
問文化課☎２３・１９８２

11/19 ㈯
19：00 ～

ＵＧＥ八女ギター室内合奏団第 40 回定期演奏会
入場料１,２００円（前売１,０００円）
問アオキ楽器　☎２２・６３３７

11/26 ㈯
18：00 ～

八女ジュニア合唱団　第 27 回定期演奏会
入場料　８００円
問八女ジュニア合唱団☎ 090・7454・0892

12/3 ㈯
10：00 ～

スマイルフェスタ 2011( 記念講演 ) 入場無料
問人権・同和教育課☎２３・２０７４

12/4 ㈰
14：00 ～

神戸女学院生が語る、奏でるベーゼンドル
ファーとスタインウェイ
入場料１,０００円　高校生以下５００円　
問おりなす八女☎２２・５３３２

はちひめホール（小ホール）

11/6 ㈰
11：00 ～

八女福島文芸座公演
特別ゲスト　津軽三味線　近藤摩郎
一般1,500 円（軽昼食付）小学生以下入場不可
問八女福島文芸座事務局☎ 090・8413・6128

11/13 ㈰
14：00 ～

子どもゆめ基金助成事業 長谷川義史絵本ライブ　
入場無料 / 桜カフェにて古本市も開催
問八女市立図書館　☎２４・２５０４

12/3 ㈯
10：00 ～

スマイルフェスタ 2011(展示・バザー) 入場無料
問人権・同和教育課☎２３・２０７４

♪
♪おりなす八女

　　イベント情報
♪

水車小屋

【
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
】

・
甲
木　

敏
光
（
立
花
町
山
崎
）

【
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
及
び
少
子
化
対
策
事
業
】

・
甲
木　

敏
光
（
立
花
町
山
崎
）

・
松
岡　

満
雄
（
久
留
米
市
）

【
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定
の
事
業
】

・
甲
木　

敏
光
（
立
花
町
山
崎
）

★
９
月
末
現
在
累
計
額
＝
１
３
６
９
万
４
３
５
４
円

▽
矢
部
中
学
校
へ

・
高
橋
甲
四
郎
…
…
図
書
５
冊

▽
立
花
中
学
校
へ

・
立
花
中
学
校
父
母
教
師
会 

会
長
中
村
淳
二
…
…

大
型
扇
風
機
・
延
長
コ
ー
ド

■
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

■
寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）
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八
女
は
お
祭
り
が
多
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
間
の
「
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
」、
正

福
寺
の
お
茶
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
八
女
学
院
も
福
島
高
校
も
、
清
楚
で
可

憐
な
女
子
ば
っ
か
り
で
し
た
。（
40
代
・
女
性
）

　
お
二
人
の
方
か
ら
心
温
ま
る
お
葉
書
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
落

し
物
も
無
事
に
届
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
、
関
係
者
と
い
た
し
ま
し
て
も
大
変
に
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
秋
の
深
ま
り
と
と

も
に
、
市
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
に
も
ど
う

ぞ
お
出
か
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
観
光
振
興
課
）

　
10
月
の
広
報
「
い
き
い
き
こ
く
ほ
」
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
カ
ー
ド
も
頂
い
て
保

険
証
と
共
に
持
っ
て
い
ま
す
が
、
患
者
自
身
と

し
て
医
師
に
な
か
な
か
言
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
薬
剤
師
は
医
師
の
カ
ル
テ
通
り
に
出

し
ま
す
。
市
が
病
院
に
考
慮
し
て
も
ら
う
よ
う

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問

な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
、
本
庁
お
よ

び
各
支
所
に
設
置
し
て
い
る
市
政
目
安
箱

な
ど
を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
紙
面
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案

に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら

直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗
・
中
傷
と
思
わ

れ
る
意
見
書
・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対
応

し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

猪し
し
お
ど
し
一い
ち
ざ
ん山ひ
び
く
谺こ
だ
まか
な

源げ
ん
り
ゅ
う
流
を
辿た
ど
る
奥お
く
や
め
八
女
水み
ず
澄す

め
り

落お
ち
ば
　
葉
径み
ち

青あ
お
き
が
は
く

木
画
伯
の
歌か

ひ碑
ま
で
も

火ひ

の
玉た
ま
の
如ご
と
き
夕ゆ
う
ひ日
の
沈し
ず
み
ゆ
く

火ひ

を
灯と
も

す
如ご
と

き
河こ
お
ぼ
ね
さ
ん
じ
ょ
う
こ

骨
山
上
湖

足あ
し
も
と元の
バッ
タ
に
杖つ
え
の
乱み
だ
れ
か
な

八
女
紫
苑
会

牛
島
　
景
子

堤
　
多
鶴
子

松
延
み
さ
と

三
輪
ウ
ラ
子

井
上
ト
シ
子

田
中
さ
と
り

働
き
か
け
ね
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
と
私
は
思
い

ま
す
。
　
　（
古
賀
セ
ツ
子
さ
ん
・
80
代
）

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

八
女
市
の
国
保
は
、
増
え
続
け
る
医
療
費
を

少
し
で
も
抑
え
る
た
め
に
、
早
め
の
健
診
に
よ

る
生
活
習
慣
病
予
防
と
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
に
よ
る
医
療
費
節
約
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」（
13
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
を
示
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
変
更
可
能
な
お
薬
は
変
え
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
八
女
市
と
し
ま
し
て
も
、
医
師
会
や
薬
剤

師
会
を
通
じ
、
医
療
機
関
に
対
し
て
さ
ら
に

協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
市
民
課
）

　
９
月
24
日
に
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
の

お
祭
り
に
友
達
と
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で

デ
ジ
カ
メ
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
気
付

い
た
の
が
夜
遅
か
っ
た
の
で
、
次
の
日
に
祭
り

会
場
の
本
部
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
多
分
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
落
し
物
と

し
て
届
い
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
デ
ジ
カ
メ
が
あ
っ
た
こ

と
が
う
れ
し
い
の
で
す
が
、
人
の
心
の
温
か
さ

に
何
か
込
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
八
女
市
は
と
て
も
優
し
い
人
が
多
く
、
住

み
や
す
い
所
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
30
代
・
女
性
）

吉永さ
んの平和への思い

これ
からも伝

えていきたい ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
に
つ

い
て
は
市
が
働
き
か
け
を

祭
り
で
落
と
し
た
デ
ジ
カ
メ
が

無
事
届
い
て
い
ま
し
た

お
茶
会
に
参
加
し
ま
し
た

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 23.11）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン



広報やめ　2011.11.111

11月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

吉
永
小
百
合
原
爆
の
詩
朗
読
会
を
実
現
さ
せ
た 

栗
原
る
み
子
さ
ん（
星
野
）

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜および祝・休日、最終金曜日
3㈷、7㈪、14㈪、21㈪、23㈷、25㈮※、28㈪

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
7㈪、14㈪、21㈪、25㈮※28㈪
※は館内整理日図書館の休館日

11月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

「吉永さんはとても美しく、優しく謙虚な方で
感激しました。朗読会には坂本さちよさんも
来られ、みんなで命の大切さを願いました」
星野支所にある平和の灯を前に栗原さん。

吉永さ
んの平和への思い

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日、最終金曜日
1㈫、3㈷、8㈫、15㈫、22㈫、23㈷、25㈮※、29㈫

これ
からも伝

えていきたい

35

絵本や紙芝居など親子
でお楽しみください。
♥本館　5日、12日、19日、
26日※いずれも土曜日14
時～おはなしコーナー
♥黒木分館　
12日㈯14時～
おはなしコーナー

11月のよみきかせ

11月のあかちゃんよみきかせ

0歳～2歳児対象によみ
きかせやわらべうたなど。
♥本館16日㈬11時～
おはなしコーナー
♥黒木分館　
24日㈭11時～
おはなしコーナー

　「
吉
永
小
百
合
さ
ん
に
『
星
野
村
で

ぜ
ひ
原
爆
の
詩
の
朗
読
会
を
開
い
て
く

だ
さ
い
』
と
手
紙
を
出
し
た
の
は
平
成

14
年
。
平
和
の
灯
の
燃
え
続
け
る
星
野

村
で
は
、
小
学
生
・
中
学
生
が
平
和
に

つ
い
て
よ
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
に
、
吉
永
さ
ん
の
朗
読

を
聞
か
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
」

　
当
時
、
村
の
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
そ
よ
か
ぜ
」
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た

栗
原
さ
ん
。
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ

て
知
り
合
っ
た
坂
本
さ
ち
よ
さ
ん
（
オ

ウ
ム
真
理
教
の
事
件
に
よ
り
命
を
亡
く

さ
れ
た
坂
本
弁
護
士
の
母
）
か
ら
ピ
ア

ノ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ

り
、毎
年
そ
の
日
に
ち
な
ん
で「
さ
っ
ち
ゃ

ん
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
す
る
な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。

「
吉
永
さ
ん
に
最
初
お
願
い
し
た
と
き

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い
と
断
ら
れ

ま
し
た
が
、
毎
年
手
紙
を
書
き
続
け
、

５
～
６
年
た
っ
て
『
一
度
は
星
野
村
に

行
き
た
い
』
と
の
お
返
事
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
３
月
、さ
っ
ち
ゃ

ん
コ
ン
サ
ー
ト
の
と
き
に
ぜ
ひ
に
と
お

願
い
し
た
ら
、『
３
月
は
予
定
が
入
っ
て

い
る
け
ど
近
々
行
き
た
い
』
と
の
お
返

事
で
、
も
う
び
っ
く
り
で
し
た
」

　
そ
れ
か
ら
９
月
23
日
㈷
の
開
催
が

決
ま
り
、
実
行
委
員
会
「
永と

遠わ

の
平

和
を
願
う
会
」
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
サ
ー

ク
ル
の
人
た
ち
に
よ
り
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
忙
し
だ
っ

た
栗
原
さ
ん
が
吉
永
さ
ん
に
会
え
た
の

は
、
朗
読
会
終
了
後
。

「
記
念
撮
影
を
し
て
『
栗
原
で
す
』
と

ご
あ
い
さ
つ
し
た
ら
、
握
手
し
て
く
だ

さ
っ
て
…
。
も
う
感
激
で
、
吉
永
さ
ん

を
前
に
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
き

ら
め
ず
に
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
吉

永
さ
ん
の
思
い
を
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
サ
ー
ク
ル
の
み
ん
な
と
原
爆
の
詩

の
朗
読
会
が
で
き
た
ら
い
い
ね
と
話
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、『
永
遠
の
平
和

を
願
う
会
』
の
方
と
も
平
和
の
活
動

が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」

⃝
日
時
＝
11
月
19
日
㈯
10
時

～
12
時
⃝
場
所
＝
黒
木
開
発

セ
ン
タ
ー
保
健
相
談
室
⃝
講

師
＝
布
の
絵
本
制
作
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
虹
の
会
」
⃝
募
集

人
数
＝
20
人
⃝
申
し
込
み
＝

▽
市
立
図
書
館
本
館
（
☎
２

２
・
２
５
０
４
）
▽
黒
木
分

館
（
☎
４
２
・
０
４
０
０
）

※
他
の
分
館
も
可
⃝
参
加
料

＝
実
費
（
５
百
円
く
ら
い
）

⃝
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
～
13

時
30
分
～
15
時
20
分

⃝
場
所
＝
星
野
分
館

⃝
内
容
＝
▽
親
子
観
劇
会
・
劇

団
ぱ
れっ
と
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
▽

星
野
小
学
校
表
現
ク
ラ
ブ
・
紙

芝
居
「
あ
ひ
る
の
お
う
さ
ま
」

▽
夢
の
扉
・
紙
芝
居
「
と
の
さ

ま
か
ら
も
らっ
た
ご
ほ
う
び
」ほ

か
楽
し
い
催
し
物
が
いっ
ぱ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
立
図
書
館
星
野
分
館

（
☎
P
５
２
・
３
１
２
０
）

10/29㈯～11/12㈯

こ
の
期
間
中
は
、
返
却
の
前

に
、
本
の
状
態
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
待
た

せ
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
気
持
ち
よ
く
図
書

館
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

手ぶくろ人形
を作ろう！

ちくちく♪
布の絵本教室 「

信
じ
よ
う
、
本
の
力
」

秋
の
読
書
週
間
「
10
月
27
日
木
～
11
月
９
日
水
」

秋のマナーアップ
キャンペーン中！

※
関
連
記
事
は
15
ペ
ー
ジ

⃝募集期間＝11月６日
㈰まで※３冊紹介して
いただいたらプレゼン
トを差しあげます。

あなたのオススメの本
を紹介してください！

第
２
回
星
野
村
夢
の
扉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
子
ど
も
図
書
ま
つ
り
）



　
立
花
中
学
校
は
、
平
成
22
年
４

月
に
光
友
中
学
校
と
辺
春
中
学

校
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
２
年
目

の
新
し
い
学
校
で
す
。

★
学
校
教
育
目
標

「
互
い
の
個
性
を
認
め
、
共
に
支

え
合
い
、
意
欲
的
に
学
習
す
る
生

徒
の
育
成
」
と
い
う
教
育
目
標
を

掲
げ
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
は
、
次
の
２
点
を
重
点
目

標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
学
力
保
障･･･

基
礎
的
・
基
本

的
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
た

生
徒
の
育
成

②
集
団
力
の
育
成･･･

学
習
規
律

を
守
り
、
互
い
の
学
び
を
大
切
に

す
る
生
徒
の
育
成

★
立
花
中
学
校
の
特
色

◇
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

　
学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
生
徒
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
る
学
校
づ
く
り

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。

◦
授
業
で
は
、
誰
も
が
意
見
を
述

べ
や
す
い
よ
う
に
３
人
か
ら
４
人

の
少
人
数
班
を
つ
く
り
、
話
し
合

う
場
を
設
定
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

◦
月
に
１
回
の
全
校
集
会
と
学
年

集
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
校

集
会
は
生
徒
会
が
、
学
年
集
会
は

各
学
年
の
委
員
が
運
営
し
て
い
ま

す
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
進
行
や

発
表
が
う
ま
く
な
り
、
委
員
会
活

動
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

◦
校
内
に
人
権
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
た
り
人
権
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

た
り
し
て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
い

じ
め
や
差
別
の
な
い
学
校
・
学
級

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

◦
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
や
掃
除
の

徹
底
（
古
い
校
舎
で
す
が
ピ
カ
ピ

カ
で
す
）
に
よ
り
、
み
ん
な
が
気

持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

八女市立花町谷川８５９番地２（☎３７・００４１）
●校長 池田秀昭 ●職員数 24人 ●学級数 7   ●生徒数 169人

立花中学校
学
校
訪
問
⑰ 

体育大会（YOSAKOIソーラン）

全校集会

校内音楽会

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま

す
。火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
や
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
た
め
、
毎
年
「
１
１
９
番
の
日
」
で
あ
る

11
月
９
日
か
ら
１
週
間
の
日
程
で
、
秋
季

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
各
地
域
に
お
い
て
防
火

防
災
に
関
す
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
、
防

火
防
災
に
対
す
る
正
し
い
知
識
・
技
能
の

習
得
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▽
３
つ
の
習
慣

⃝
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

⃝
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

⃝
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

▽
４
つ
の
対
策

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

◦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４
・
０
１
１
９
）

平
成
23
年
秋
季
火
災
予
防
運
動

通り魔殺人などの故意の犯罪行為によ
り亡くなられた人のご遺族、身体に

障害が残った人および重大な負傷または疾
病を受けた人に給付金が支給されます。支
給要件や申請手続きなどはお問い合わせく
ださい。
◦問い合わせ＝県警本部被害者支援・相談
課（☎092・641・4141）または最寄りの
警察署

福岡県警では、犯罪の被害にあわれた
人たちの心のケアを行う専用の電話

相談「ミズ・リリーフ・ライン」を開設して
います。匿名でもかまいません。女性の臨
床心理士が丁寧にお聞きます。
◦相談電話＝☎092・632・7830
◦受付時間＝月～金曜　9時～ 17時45分
※祝日・年末年始のぞく

八女警察署からのお知らせ
八女警察署（☎ 22・5110）
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加
入
者
が

国
民
健
康
保
険
税
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で

助
け
合
う
制
度
で
す
。

医
療
機
関
等
で
保
険
証
を
提
示
す
れ
ば
、

年
齢
な
ど
に
応
じ
た
自
己
負
担
額
を
支
払
う

だ
け
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
費
と
自
己
負
担
額
の
差
額
は
国
保
が
負

担
し
て
お
り
、そ
の
医
療
費
の
約
半
分
を
国・

県
等
か
ら
の
補
助
金
で
、
残
り
の
半
分
を
皆

さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
国
民
健

康
保
険
税
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

八
女
市
で
は
、
医
療
費
が
毎
年
増
加
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
の
増
加
は
、
決
し
て
皆
さ
ん
に
無

関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
心
が

け
で
、
医
療
費
を
抑
制
し
ま
し
ょ
う
。

時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
、
急
病
な
ど
や

む
を
得
な
い
場
合
以
外
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

緊
急
性
の
高
い
重
症
の
人
の
治
療
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。
ま
た
お
医
者
さ
ん
の
負
担

に
も
な
り
、
時
間
外
の
割
増
料
金
で
医
療
費

が
高
く
な
り
ま
す
。

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
重
複
受
診
（
は
し
ご
受
診
）
は
、
医
療

費
の
無
駄
に
な
る
う
え
に
、
注
射
や
投
薬
の

重
複
で
副
作
用
が
出
て
、
体
に
負
担
を
与
え

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
の
約
３
割
を
薬
剤
費
が
占
め
て
い

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

医
療
費
の
多
く
を
占
め
る
お
薬
代
を
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
え
て
み
る
こ
と
で
、

節
約
が
で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
最
初
に
作

ら
れ
た
医
薬
品
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
期

間
が
終
わ
っ
た
後
に
同
じ
成
分
・
製
造
法
で

作
ら
れ
た
薬
の
こ
と
で
、
開
発
費
が
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
価
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
製
造
販
売
す

る
た
め
に
は
、
新
薬
と
同
様
に
薬
事
法
に
も

と
づ
い
た
厳
し
い
審
査
を
ク
リ
ア
し
、
厚
生
労

働
省
が
承
認
し
た
薬
し
か
流
通
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
安
全
性
や
有
効
性
は
先
発
医
薬
品

と
同
等
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
す
べ
て
の
病
気
の
治
療
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

医
師
の
治
療
上
の
方
針
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
変
更
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

八
女
市
で
は
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ん
に
処

方
さ
れ
た
お
薬
が
、
も
し
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
だ
っ
た
ら
ど
の
く
ら
い
医
療
費
を
節
約

で
き
る
の
か
、
割
引
率
を
お
知
ら
せ
す
る
差

額
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、家
計
に
も
や
さ
し
い
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

下のカードを診察券などと一緒に出すかお
医者さんなどに提示して「私のお薬をジェ
ネリック医薬品に変えることはできます
か？」と相談してみましょう。
※国保以外の人もどうぞご利用ください

ジェネリック医薬品
希望カード

ジェネリック医薬品
希望カード

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
を

発
送
し
ま
す

◉
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保

年
金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
が
増
加
し

て
い
ま
す

ミ
シ
ン
目
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

皆さんの
心がけで医療
費を抑制しま

しょう‼

お
医
者
さ
ん
に
は

上
手
に
か
か
り
ま
し
ょ
う

私はジェネリック医薬品を
希望します。

私はジェネリック医薬品を
希望します。



老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
額
が
「
65
歳
未
満
で

１
０
８
万
円
以
上
」「
65
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
」

で
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
11
月
中

旬
ご
ろ
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

老
齢
ま
た
は
退
職
に
よ
る
年
金
は
所
得
税
の
課
税
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
年
金
の
支
払
者
で
あ
る
日
本
年
金

機
構
は
、
そ
の
支
払
い
の
際
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
源
泉
徴
収
の
際

は
各
種
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

控
除
額
の
算
出
の
た
め
に
、
年
金
受
給
者
は
「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
提
出
先

は
、
日
本
年
金
機
構
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
す
べ
て
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す
。
平
成
23
年
中
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
次
の
と
お
り
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
11
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

▽
翌
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝
10
月
か
ら
12
月
ま
で

の
間
に
、今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

（
す
る
）人

医師・薬剤師の先生へ
『ジェネリック医薬品』でお願いします。

医師・薬剤師の先生へ
『ジェネリック医薬品』でお願いします。

氏名

氏名

◆変更が可能であればジェネリック医薬品（後発医薬品）へ
変更をお願いします。
◆ジェネリック医薬品が処方できない、適正でない場合があ
ることも理解しています。
◆このカードは保険証・診察券などと一緒にお戻しください。

◆変更が可能であればジェネリック医薬品（後発医薬品）へ
変更をお願いします。
◆ジェネリック医薬品が処方できない、適正でない場合があ
ることも理解しています。
◆このカードは保険証・診察券などと一緒にお戻しください。

◉
自
主
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す

　
市
税
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
が
定

め
ら
れ
た
期
限
（
納
期
限
）
ま
で
に
、

自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
口
座
振
替
の
ご
利
用
に
つ
い
て

　
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
自

動
的
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら
振
り
替

え
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
に
出
向
く
手

間
が
省
け
、
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で

大
変
便
利
で
す
。

　
申
し
込
み
は
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
さ
れ
、
口
座
届
出
印
を
押

印
の
う
え
取
扱
金
融
機
関
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
一
度
手
続
き
さ
れ
ま
す

と
毎
年
自
動
的
に
更
新
さ
れ
ま
す
が
、

納
税
義
務
者
等
が
変
わ
ら
れ
た
時

は
、
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◉
納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

　
市
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
内

に
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
等

で
ど
う
し
て
も
期
限
内
に
納
付
で
き

な
い
場
合
は
、
随
時
納
付
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◉
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て

　
次
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
生
じ

納
期
内
に
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

は
、
申
請
に
基
づ
い
て
原
則
と
し
て
１

年
以
内
の
期
間
に
限
り
納
め
る
時
期
を

遅
ら
せ
た
り
、
分
割
で
納
め
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
原
則
と
し
て
担
保

が
必
要
で
す
）。
詳
し
く
は
、
納
税
課

徴
収
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
震
災
、
火
災
、
風
水
害
、
そ
の
ほ

か
の
災
害
に
あ
っ
た
と
き

◦
本
人
も
し
く
は
家
族
が
病
気
、
ま

た
は
負
傷
し
た
と
き

◦
事
業
を
廃
止
ま
た
は
休
業
し
た
と
き

◦
事
業
に
対
し
て
著
し
い
損
失
を
受

け
た
と
き

◉
延
長
窓
口
に
つ
い
て

　
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
開
庁

時
間
内
に
市
税
の
納
付
や
納
付
相
談

な
ど
が
で
き
な
い
人
は
、
毎
週
水
曜

日
に
19
時
ま
で
延
長
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11月から来年２月に
かけて、年金に関す
る書類が届きます
次に該当する皆さんに、日本年金機構から年
金に関する書類が届きます。提出が必要なも
のについては、忘れずに提出していただくよう
お願いします。

老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

皆
さ
ま
が
納
付
さ
れ
る
税
金
は
、生
活
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
や
河
川・

公
園
の
整
備
、
ご
み
処
理
、
福
祉
や
医
療
・
教
育
の
充
実
、
消
防
、
災
害
防
止
や
災
害
復

旧
と
い
っ
た
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源

と
し
て
、「
税
金
」
は
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
公
平
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課
徴
収
係
（
☎
２
３・２
６
６
６
）

談相年 金
月に一度、久留米年金事務所の職
員が八女商工会議所で個別に年金
相談に応じます。相談をご希望する
人は、前日までに同事務所へ予約し
てください。
⃝相談日＝11月16日㈬・12月21日㈬
⃝時間＝10時～ 12時・13時～ 15時
⃝申し込み・問い合わせ＝同事務所

（☎0942・33・6192）
※年金の受給や請求についてのお
問い合わせは、「ねんきんダイヤル」
でも受け付けています。
☎0570・05・1165
☎03・6700・1165

国 民 年 金み な のん

こ
ん
な
と
き
は
納
税
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
！

市
税
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

市
税
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

ミ
シ
ン
目
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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あかり絵パレードコンテスト結果
子ども部門 グランプリ

（小学生以下）
筑南小学校児童　「かがやけ筑南小学校」

グランプリ
（中学生以上）

南中学校美術部　「夏鳥秋月」

準グランプリ 白木学童保育所たけのこクラブ　「自然いっぱい白木の四季」
西中学校美術部　「花鳥風月」
八女学院高等学校美術部　「夢うつつ」

創作部門 優秀賞 八女学院高等学校物理部　「大乱闘スマッシュブラザーズＸ」
一般部門 グランプリ 八女交通安全協会　「秋の交通安全運動」

準グランプリ 立花町小学校ＰＴＡ役員会　「サンバで連覇進め立花小学校」
一般部門（特別）準グランプリ ㈱駅前不動産　「人の力」

　八女の祭り実行委員会では、9月23
日㈷～ 25日㈰の３日間開催した「八女
の祭りあかりとちゃっぽんぽん」の会場
内数か所に義援金箱を設置し、東日本
大震災復興支援義援金を募りました。
　祭り期間中は多くの来場者でにぎわ
い、皆さまのご協力により、81,129円
の義援金が集まりました。義援金は八
女市を通して、被災地へ届けられます。
ありがとうございました。

ご協力ありがとうございました

八
女
の
ま
つ
り
「
あ
か

り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ

ん
」
が
９
月
23
日
㈷
～
25
日

㈰
ま
で
八
女
伝
統
工
芸
館
や

そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
統
工
芸
館
内
や
八
女

福
島
の
町
並
み
で
は
、
伝
統

工
芸
職
人
に
よ
る
製
作
の
実

演
な
ど
も
行
わ
れ
、
伝
統
工

芸
に
多
く
の
人
が
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
市
内
の
小
学
生
や

保
育
園
児
な
ど
に
よ
る
提
灯

が
会
場
に
飾
ら
れ
、
多
く
の

家
族
連
れ
が
写
真
を
撮
る
と

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
八
女
福

島
の
燈
籠
人
形
で
は
、
八
女

福
島
の
燈
籠
人
形
保
存
会
の

皆
さ
ん
の
巧
み
な
人
形
遣
い

や
人
形
の
衣
装
の
早
変
わ
り

な
ど
の
妙
技
の
た
び
に
盛
ん

に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

平
和
・
命
の
大
切
さ
伝
え
る

吉永小百合
原爆の詩朗読会

★
★

★

★

★

★

最後に吉永さんを交えてみんなで「折り鶴」を歌いました

（右）市内の園児・小学生が絵付けをしたあざ
やかな提灯が飾られました（下）29団体のあか
り絵が八女福島の町並みを練り歩きました

平和の誓いを読み上げる小学
生代表

平和の灯について話をする
山本拓道さん

　
星
野
中
学
校
体
育
館
で
９
月
23

日
㈷
、
女
優
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
に

よ
る
原
爆
の
詩
朗
読
会
（
永と

わ遠
の
平

和
を
願
う
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し

た
。
ド
ラ
マ
で
被
爆
二
世
の
役
を
演

じ
た
こ
と
か
ら
原
爆
の
詩
の
朗
読
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
吉
永

さ
ん
。
関
係
者
が
10
年
間
に
わ
た

り
吉
永
さ
ん
に
朗
読
会
の
開
催
を
お

願
い
し
て
き
た
こ
と
が
、
今
回
実
を

結
ん
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
原
爆
投
下
後
の
広
島
か
ら
原
爆
の

残
り
火
を
持
ち
帰
っ
た
故
・
山
本
達

雄
さ
ん
の
息
子
の
山
本
拓
道
さ
ん
か

ら
平
和
の
灯
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た

あ
と
、
小
・
中
学
生
代
表
に
よ
る
平

和
の
誓
い
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
待
ち
に
待
っ
た
吉
永
さ
ん
が
登
場

す
る
と
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
感
嘆

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。「
昨
日
、
山

の
上
か
ら
美
し
い
村
を
見
ま
し
た
。

平
和
の
灯
は
素
晴
ら
し
い
モ
ニュ
メ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」と
吉
永
さ
ん
。

「
帰
り
来
ぬ
夏
の
思
い
」「
生
ま
し
め

ん
か
な
」
な
ど
吉
永
さ
ん
の
朗
読
す

る
原
爆
の
詩
は
何
と
も
切
な
く
心
に

し
み
い
る
よ
う
で
、
涙
す
る
人
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。
会
場
全
員
で
平
和
や

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
願
う

朗
読
会
と
な
り
ま
し
た
。
吉
永
小
百

合
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
関
連
記
事
は
11
ペ
ー
ジ

（
上
・
右
）
千
秋
楽
の
公
演
で
は
屋
台

の
障
子
や
戸
板
が
は
ず
さ
れ
、
人
形

を
操
る
様
子
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す

八
女
の
祭
り

広報やめ　2011.11.115
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星
野
村
鹿
里
地
区
で
鹿
里
棚
田

彼
岸
花
ま
つ
り（
９
月
18
日・19
日・

23
日
～
25
日
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
女
性
グ
ル
ー
プ
「
子
鹿

の
里
」
に
よ
る
だ
ご
汁
定
食
や
農

産
物
の
販
売
、
御
良
八
幡
太
鼓
の

演
奏
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
期
間

中
は
彼
岸
花
も
見
ご
ろ
を
迎
え
、

黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
と
彼
岸
花
が

生
み
出
す
美
し
い
景
色
を
写
真
に

撮
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

約
８
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る「
風

流
・
は
ん
や
舞
」。
今
年
は
台
風
の

影
響
に
よ
る
雨
の
た
め
、
９
月
18

日
㈰
に
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
よ
か
ぜ
に
会
場
を
移
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
は
ん
や
舞
」
は
中
世
の
名
残

を
と
ど
め
る
貴
重
な
芸
能
と
し
て

国
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
星
野
４
地
区
ご

と
に
「
風
流
」
と
「
は
ん
や
舞
」

が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

多くの人を魅了した鹿里の棚田

まつり会場でチラシを配りました

９
月
20
日
の
「
バ
ス
の
日
」
に

合
わ
せ
て
、「
福
岡
県
生
活
交
通
確

保
対
策
会
議
」（
副
知
事
お
よ
び
市

町
村
長
で
構
成
）
の
主
催
で
、
県

内
各
地
で
バ
ス
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

で
も
９
月
23
日
㈷
、
多
く
の
人
出

で
に
ぎ
わ
う
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん

ぽ
ん
祭
り
の
会
場
で
、
三
田
村
市

長
が
先
頭
に
立
ち
、
堀
川
バ
ス
の

丸
山
社
長
ほ
か
関
係
者
と
と
も
に

啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
は
、
地
域
の
生
活
を

支
え
る
大
切
な
交
通
手
段
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
の
減

少
に
伴
い
、
次
々
に
廃
止
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
廃
止
を
防
ぐ

に
は
、
多
く
の
人
に
ご
乗
車
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ま
の
一

層
の
バ
ス
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル「
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
ズ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
」
が
９
月
19
日
㈷
、
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ⅴ
プ
レ
ミ
ア
リ

ー
グ
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
ズ

か
ら
選
手
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
５
人
を

招
き
、
市
内
の
小
学
生
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
中
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
約
１
３
０
人

に
、
レ
シ
ー
ブ
や
ア
タ
ッ
ク
な
ど

の
技
術
指
導
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
参
加
チ
ー
ム
対
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
ズ
チ
ー
ム
の
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
熱
心
な
指
導

か
ら
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
対
す
る
心
構
え

と
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

中
世
を
伝
え
る
優
雅
な
舞
を
披
露 

「
風
流
・
は
ん
や
舞
」

バ
ス
利
用
促
進
を

呼
び
か
け
ま
し
た

今
年
も
青
少
年
育
成
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

輝
く
稲
穂
と
彼
岸
花

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室レシーブの指導を受ける参加者

谷山最高顧問（左）からおくられました

多くの人が見守る中披露されました

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
防
火
防
災
を

中
心
に
、
安
心
し
て
住
め
る
地
域
を

目
指
し
活
動
し
て
い
る
昇
盛
会
（
谷

山
盛
男
最
高
顧
問
ほ
か
39
人
）か
ら
、

昨
年
に
続
き
、
矢
部
地
区
青
少
年

育
成
会
を
通
じ
て
、
矢
部
地
域
青
少

年
育
成
団
体
に
対
し
総
額
５
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
矢
部
地

区
青
少
年
育
成
会
で
は
、
青
少
年
主

張
大
会
や
各
種
青
少
年
育
成
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
寄
付

金
を
有
効
に
活
用
し
、
青
少
年
育
成

に
な
お
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
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南
北
朝
時
代
に
征
西
将
軍
懐
良
親

王
、
良
成
親
王
の
補
佐
役
と
し
て
九
州

に
下
向
さ
れ
た
五
條
頼
元
を
始
祖
と
す

る
五
條
家
。
当
家
ゆ
か
り
の
宝
物
の
虫

干
し
を
兼
ね
て
一
般
公
開
す
る
五
條
家

御
旗
祭
が
９
月
23
日
㈷
、
黒
木
町
大
淵

の
五
條
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
し
た
五
條
家
宝
物
顕
彰
会
の
稗

田
昭
一
郎
会
長
は
「
五
條
家
の
宝
物
は

地
域
住
民
の
誇
り
で
あ
り
、
子
や
孫
の

代
ま
で
顕
彰
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
歴
史
フ
ァ
ン
な
ど
約
２
０
０
人
が
詰

め
か
け
、
熱
心
に
宝
物
の
説
明
を
受
け

た
り
、写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

福
島
の
町
並
み
保
存
地
区
で
は
、

昨
年
か
ら
木
造
建
築
が
密
集
す
る

伝
統
的
町
並
み
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、
初
期
消
火
用
に
一
人
で
も

使
え
る
住
民
用
消
火
栓
の
設
置
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
８
月
に
土
橋
、
東
紺
屋
町
、

東
宮
野
町
、
東
古
松
町
、
東
矢
原

町
、
西
矢
原
町
の
道
沿
い
に
消
火

栓
10
基
を
設
置
し
、
全
32
基
が
完

成
。
地
元
の
皆
さ
ん
に
使
い
方
を

確
認
し
て
も
ら
う
た
め
、
９
月
21

日
㈬
に
八
女
消
防
署
と
八
女
市
消

防
団
第
１
分
団
の
指
導
の
も
と
、

川
山
洋
品
店
前
駐
車
場
と
鶴
仏
壇

店
倉
庫
横
で
放
水
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
約
60
人
が
参
加
し
、
一
人

ひ
と
り
が
実
際
に
放
水
を
し
て
女

性
や
高
齢
者
の
力
で
も
放
水
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

女性や高齢者の力でも放水できます

伸びた樹木の剪定などを行いました

後醍醐天皇から下賜された国の重要文化財の「金烏の御旗」

報告に訪れた選手の皆さん

消
火
栓
を
使
っ
て

放
水
訓
練

八
女
の
自
然
を
愛
し
た
画
家 

坂

本
画
伯
の
ア
ト
リ
エ
跡
地
を
、
緒

玉
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
帰
居
祭

を
前
に
美
化
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

坂
本
画
伯
の
ア
ト
リ
エ
前
か
ら

は
、
東
に
飛
形
山
、
そ
の
後
ろ
に

御
前
岳
な
ど
奥
八
女
の
山
々
が
か

す
か
に
見
え
、
北
に
岩
戸
山
古
墳

が
あ
る
八
女
丘
陵
と
耳
納
山
地
。

南
に
筑
肥
山
地
の
稜
線
が
有
明
海

へ
続
き
、
西
に
は
田
園
が
広
が
り
、

そ
の
向
こ
う
に
多
良
岳
、
雲
仙
の

山
々
が
有
明
海
に
浮
い
た
よ
う
に

見
え
ま
す
。

こ
の
八
女
の
自
然
が
四
季
に
よ

っ
て
美
し
い
風
景
を
つ
く
り
、
多

く
の
収
穫
を
生
み
、
豊
か
な
生
活

に
し
ま
す
。
坂
本
画
伯
は
、
八
女

の
豊
か
な
自
然
が
好
き
で
し
た
。

    （
八
女
市
緒
玉
　
末
﨑
博
之
）

五
條
家
の
宝
物
は
地
域
住
民
の
誇
り 

五
條
家
御
旗
祭

帰
居
祭
を
前
に

美
化
作
業

と
も
に
優
勝 

全
国
へ

９
月
18
日
㈰
に
行
わ
れ
た
「
第
54
回
福

岡
県
民
体
育
大
会
」
秋
季
大
会
剣
道
青
年

女
子
の
部
と
青
年
男
子
の
部
で
八
女
市
が

優
勝
し
、
選
手
、
監
督
10
人
が
三
田
村
市

長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

青
年
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
木
下
安
展
さ

ん
は
「
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、

協
力
、
配
慮
し
て
く
れ
た
家
族
や
職
場
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
全
国
に
八
女
市

の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
い
」。
青
年
女
子
キ

ャ
プ
テ
ン
の
井
上
ゆ
か
さ
ん
は
「
応
援
し

て
く
だ
さ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
も
っ
て
、
大
会
で
は
上
位
入
賞
を
目
指

し
頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を
話
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
11
月
12
日
㈯
・
13
日

㈰
に
東
京
武
道
館
で
行
わ
れ
る
第
60
回
全

国
青
年
剣
道
大
会
に
福
岡
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

小
学
３
年
生
以
下
の
部

優
勝
　
入
江 

翔
（
筑
南
道
場
）

２
位　
水
本
百
香
（
矢
部
道
場
）

３
位　
内
藤
大
翔
（
木
屋
道
場
）

小
学
４
年
生
の
部

優
勝
　
松
尾
拓
紀
（
筑
南
道
場
）

２
位　
髙
田
侑
那
（
上
陽
道
場
）

３
位　
川
島
周
太
（
黒
木
道
場
）

小
学
５
年
生
の
部

優
勝
　
田
中
達
也
（
大
淵
道
場
）

２
位　
堤 

紀
雅
（
黒
木
道
場
）

３
位　
松
門
史
倫
（
上
陽
道
場
）

小
学
６
年
生
の
部

優
勝
　
井
手
新
八
（
黒
木
道
場
）

２
位　
桁
山
翔
稀
（
黒
木
道
場
）

３
位　
鍋
田
一
輝
（
木
屋
道
場
）

※
４
月
か
ら
剣
道
を
始
め
た
山
村

留
学
生
は
紅
白
戦
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
の
部

優
勝
　
黒
木
町
剣
友
会

２
位　
星
野
村
剣
友
会

第
50
回
池
の
山
奉
納
剣
道
大
会

　
　
　
　

期
日　

９
月
18
日
㈰

　
　
　
　

会
場　

星
野
総
合
体
育
館

ＳＰＯＲＴＳ

17 広報やめ　2011.11.1
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「いいからいいから」（絵本館）などで大人気
の絵本作家、長谷川義史さんの絵を描きなが
らのおはなしや、絵本のよみきかせ、歌を歌う
など楽しい講演会です。入場無料
◦日時＝11月13日㈰ 14 時～※1時間半程度
◦場所＝おりなす八女はちひめホール
◦定員＝ 250 人程度※市立図書館本館・分
館カウンターで整理券を配布します

子どもゆめ基金助成事業
長谷川義史絵本ライブ

第4回古本市

ぶっくひろば
2011

◦日時＝11月13日㈰ 10 時～ 16 時
◦会場＝おりなす八女１階桜カフェ
★収益金は、八女市立図書館の読書啓発事
業に役立てられます。また、今回は東日本
大震災で被災された方々のために収益金の
一部を寄付させていただきます。

※当日は、おりなす八女・八女市役所駐
車場をご利用ください。

NPO法人まなびっと八媛からのお知らせ

①
②
共
通

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課

（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

⃝
日
時
＝
11
月
20
日
㈰
13
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
記
念
講
演
＝
講
師
・
椎
窓
猛
氏

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課

（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

　
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
生

活
を
支
え
る
た
め
の
普
及
・
啓
発
の

講
演
会
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

⃝
開
催
日
＝
11
月
19
日
㈯
13
時
30

分
～
（
13
時
か
ら
受
付
）

⃝
開
催
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は

ち
ひ
め
ホ
ー
ル

⃝
内
容
＝
「
発
達
障
害
者
の
２
次

障
害
へ
の
理
解
と
支
援
」
み
の
う
ク

⃝
内
容
＝
津
軽
三
味
線
、
ダ
ン
ス
、

舞
踊

⃝
入
場
料
＝
１
５
０
０
円
（
中
学

生
以
上
、
軽
食
込
み
）
全
席
自
由

※
春
の
公
演
は
４
月
29
日
㈰

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
北
島
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
８
４
１
３
・
６
１
２
８
）

　
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
お
り
な

す
八
女
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
、
被
災
地
東

北
の
皆
様
へ
子
ど
も
た
ち
の
心
と
歌
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
26
日
㈯
17
時
30
分

開
場
、
18
時
開
演

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
入
場
料
＝
８
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
さ
ん

（
☎
０
９
０
・７
４
５
４
・
０
８
９
２
）

⃝
期
日
＝
12
月
４
日
㈰
８
時
～
８

時
30
分
受
付
※
小
雨
決
行
、
悪
天

候
中
止
、
参
加
無
料

⃝
会
場
＝
小
野
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
星
野
村
・
旧
小
野
小
学
校
）

⃝
コ
ー
ス
＝
▽
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
５
㌔
・
２
㌔
）

▽
マ
ラ
ソ
ン
（
５
㌔
・
２
㌔
・
１
㌔
）

⃝
イ
ベ
ン
ト
＝
豚
汁
提
供
、
お
楽
し

み
抽
選
会

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
市
体
育
協
会

星
野
支
部
事
務
局
（
星
野
支
所
総

務
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）

☎
５
２
・
３
１
１
２
※
直
通

⃝
期
日
＝
11
月
20
日
㈰
、
Ｊ
Ａ
八

女
北
支
店
（
吉
田
）
に
集
合
し
８

時
30
分
出
発
。
少
雨
決
行
、
強
雨

の
場
合
は
11
月
27
日
㈰

⃝
コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ａ
八
女
北
支
店（
車
）

～
日
向
神
ダ
ム
　
往
復
８
キ
ロ

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
含
む
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
荒
尾
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

①
総
合
芸
能
祭

⃝
日
時
＝
11
月
13
日
㈰
10
時
～

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
　

②
謡
曲
大
会

⃝
日
時
＝
11
月
20
日
㈰
10
時
～
17
時

⃝
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

　
秋
の
夜
長
、
幾
種
類
も
の
ギ
タ
ー

が
織
り
な
す
ニュ
ー
サ
ウ
ン
ド
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
副

島
峰
美
さ
ん
と
の
共
演
も
あ
り
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
19
日
㈯
19
時
～

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
料
金
＝
千
円（
当
日
１
２
０
０
円
）

⃝
曲
目
＝
海
の
見
え
る
街
、「
江ご

う

」

メ
イ
ン
テ
ー
マ
な
ど

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
・
野
田
さ
ん

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　
設
立
記
念
特
別
公
演
。
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案

事
業
認
定
。

⃝
日
時
＝
11
月
６
日
㈰
11
時
開
演

（
10
時
開
場
～
）

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

お
知

ら
せ

　　
現
代
の
よ
う
な
電
気
窯
・
ガ
ス

窯
が
な
か
っ
た
時
代
、
縄
文
人
は

ど
の
よ
う
に
し
て
土
器
を
作
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
自
由
に
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

⃝
日
程
＝
▽
11
月
３
日
㈷
13
時
～

16
時
…
縄
文
焼
窯
作
成
等
▽
４
日

㈮
13
時
～
16
時
…
窯
の
組
み
立
て

等
▽
５
日
㈯
10
時
～
18
時
…
火
入

れ
等
▽
６
日
㈰
10
時
～
16
時
…
窯

の
解
体
、
作
品
取
り
出
し
等

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
ノ
子
焼

の
里
（
☎
２
２
・
５
４
３
２
）

八
女
福
島
文
芸
座

健
康
ウ
オ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

ｌｕ
ｂ

ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭「
俳
句
大
会
」

第
56
回
八
女
市
総
合
文
化
祭

縄
文
焼
き
体
験
イ
ベ
ン
ト

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内
合

奏
団
定
期
演
奏
会

八
女
ジ
ュニ
ア
合
唱
団
定
期
演
奏
会

福
岡
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
講
演
会

第31回
やめ・茶の香マラソン大会

参加者
募集中！

◦期日＝平成 24 年１月29日㈰
◦受付＝ 8 時 20 分～ 8 時 50 分
◦参加料＝無料
◦スタート・ゴール＝南中学校
◦種目＝★１．５ｋｍ･･･ファミリー ( 年
長～ 3 年生以下と、その保護者 )
★２ｋｍ･･･ 小学生 (4 年生以上女子・
男子 )、一般女子 ･ 男子
★５ｋｍ･･･ 一般女子 ･ 男子、マスター
ズ女子 ･ 男子 (50 歳以上 ) ※年齢は
平成 24 年 1月29日現在とします。
★１０ｋｍ･･･ 一般女子 ･ 男子
◦申し込み締め切り＝12 月18日㈰ 17
時までに八女市総合体育館へ
※郵送の場合は 12 月18日消印有効
　◦詳細・問い合わせ＝総合体育館
　　（☎ 24・１２３０）

八女市立図書館本館内 (☎ 22・2504)
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の
実
演
、
皮
白
竹
に
つ
い
て
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
無
料
。

⃝
日
時
＝
11
月
18
日
㈮
12
時
30
分

開
場
、
13
時
開
始

⃝
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
1
階

講
義
室

⃝
座
席
数
＝
50
席
（
要
予
約
）

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

〈
タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
上
映
会
〉

※
当
日
18
時
30
分
か
ら
、
お
り
な

す
八
女
で
皮
白
竹
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
」
が

上
演
さ
れ
ま
す
。
料
金
５
百
円
。

※
映
画
終
了
後
「
監
督
と
話
そ
う

会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⃝
映
画
上
映
会
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
＝
樋
口
さ
ん

（
☎
０
９
０
・５
７
３
２・
１
３
１
４
）

　
詳
細
は
公
立
八
女
総
合
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
募
集
＝
言
語
聴
覚
士
１
人
程
度

⃝
採
用
予
定
＝
平
成
24
年
４
月
１
日

⃝
受
験
資
格
＝
昭
和
52
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
有
資
格
者

⃝
第
１
次
試
験
＝
12
月
３
日
㈯

⃝
申
し
込
み
期
限
＝
11
月
15
日
㈫

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
木
村
義
則
さ
ん

⃝
申
し
込
み
＝
福
岡
県
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら

（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・
３
４
５
５
）

　「
女
性
の
自
立
と
活
躍
で
社
会
を

変
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
『
デ
フ
レ
の
正
体
』
の
著
者
・

藻
谷
浩
介
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
バ
ザ
ー
、
ふ
る
さ
と
産
直
市

な
ど
多
彩
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
）
※
申
込
み
不
要
、
参
加
無
料

（
一部
除
く
）。
託
児
有
（
11
月
12
日

ま
で
に
要
予
約
／
１
人
３
０
０
円
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー（
☎
０
９
２・５
８
４・１
２
６
１
）

　
認
知
症
へ
の
誤
解
や
偏
見
を
な

く
し
、認
知
症
の
人
と
家
族
を
家
庭・

地
域
で
支
え
る
た
め
、
講
演
会
や
そ

の
他
催
し
を
開
催
。
入
場
無
料
。

⃝
日
時
＝
11
月
11
日
㈮
18
時
30
分

開
場
、
19
時
20
分
開
会

⃝
会
場
＝
う
き
は
市
文
化
会
館

⃝
内
容
＝
講
演
「
今
日
か
ら
で
き
る

認
知
症
予
防
～
認
知
症
に
強
い
脳

を
つ
く
る
～
」

※
12
日
㈯
10
時
～
16
時
は
介
護
の

日
フ
ェ
ス
タ
（
体
験
・
相
談
等
）
を

う
き
は
市
立
図
書
館
３
階
で
開
催
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
う
き
は
市
保
健

課（
☎
０
９
４
３・７
５・４
９
６
０
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
室

内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

⃝
日
時
＝
11
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯

20
時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

⃝
日
時
＝
12
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

10
時
～
13
時

⃝
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

⃝
定
員
＝
各
15
人
※
11
月
13
日
㈰

か
ら
受
付
開
始
、
先
着
順

⃝
参
加
費
＝
各
１
５
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
、
小

学
生
陸
上
技
術
指
導
者
に
よ
る
走

り
の
基
本
を
学
ぶ
。
参
加
無
料
。
運

動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
対
象
＝
市
内
小
学
１
年
～
６
年

生
対
象（
他
競
技
ク
ラ
ブ
で
も
可
）。

⃝
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
９
時
～
11
時

⃝
場
所
＝
総
合
体
育
館
前
小
運
動
場

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
樋
口
さ
ん

（
☎
０
９
０・７
４
４
８・
６
９
５
４
）

⃝
期
間
＝
11
月
18
日
～
12
月
16
日

毎
週
金
曜
日
19
時
～
21
時

⃝
場
所
＝
黒
木
体
育
館

⃝
募
集
人
数
＝
10
人
（
黒
木
ま
た

は
近
郊
に
居
住
の
50
歳
以
上
の
人
）

⃝
申
込
締
切
＝
11
月
10
日
㈭

⃝
申
し
込
み
＝
黒
木
総
合
支
所
総

務
課
※
申
込
書
あ
り
、
参
加
費
５

０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
体
育
協

会
卓
球
部
下
川
さ
ん

（
☎
０
９
０・
４
４
８
３・３
５
４
３
）

　
和
紙
を
す
い
て
押
し
花
で
デ
ザ

イ
ン
し
、
自
分
だ
け
の
色
紙
を
作

り
ま
す
。
完
成
ま
で
１
～
２
時
間

程
度
。
参
加
費
千
円
。
要
予
約
。

⃝
日
時
＝
11
月
１
日
㈫
～
６
日
㈰

〈
体
験
受
付
時
間
〉
９
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
手
す

き
和
紙
資
料
館

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
八
女
で
上
映
さ
れ
る
皮
白
竹
の

映
画
「
タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
」
に
合
わ
せ

て
、
日
本
で
唯
一
の
ば
れ
ん
専
門
工

房
を
持
つ
、
後
藤
英
彦
氏
の
ば
れ

ん
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
本
ば

れ
ん
は
、
星
野
村
で
採
れ
た
皮
白

竹
の
竹
皮
で
作
ら
れ
て
お
り
、
浮

世
絵
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
を
支

え
て
い
ま
す
。
貴
重
な
ば
れ
ん
職
人

福
岡
県
介
護
の
日
の
つ
ど
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

教
室
・
講
座

手
作
り
パ
ン
教
室

卓
球
講
座

和
紙
の
色
紙
づ
く
り
体
験

皮
白
竹
ば
れ
ん
講
習
会

か
け
っ
こ
教
室

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　　　　　空き缶・空きびん
（散乱ごみ）回収キャンペーン
第32回

　散乱する空き缶や空きびんを回収し、清潔で美し
い町づくりをめざして各校区（地区）ごとに行います。
⃝期日＝11月20日㈰※各校区・地区により集合時間が
異なります。詳細は各行政区長へ問い合わせください。
⃝集合場所＝▼福島＝市役所▼長峰＝各行政区▼上
妻＝各行政区▼三河＝各行政区▼八幡＝西公民館▼
川崎＝川崎小学校▼忠見＝各行政区▼岡山＝各行政
区▼黒木＝各行政区▼豊岡＝各行政区▼串毛＝各行
政区▼木屋＝各行政区▼笠原＝各行政区▼大淵＝各
行政区▼光友＝各行政区▼北山＝各行政区▼白木＝
各行政区▼辺春＝各行政区▼上陽＝各行政区▼矢
部＝矢部まつり会場▼星野＝各地区集会所
　なお、このキャンペーンに参加いただいた人には、
新聞や雑誌等の資源ごみを出す時にそのままリサイク
ルできるエコ紙ひもを参加賞として配布します。

⃝問い合わせ＝本庁社会環境課 ( ☎２３・１４６２)
／黒木総合支所 ( ☎４２・１４６３) ／立花支所 ( ☎
２３・４９３４) ／上陽支所 ( ☎５４・２２１８) ／矢部
支所 ( ☎４７・３１１１) ／星野支所 ( ☎５２・３１１３)

公
立
八
女
総
合
病
院
職
員
採
用

水
と
緑
と
命
の
つ
ど
い
２
０
１
１　
◦
日
時
＝
11
月
20
日
㈰
13
時
開
演
（
12
時
30
分
開
場
）
◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
◦
入
場
料
＝
高
校
生
以
上
１
５
０
０
円
、小
中
学
生
５
０
０
円
※
当
日
５
０
０
円
増
◦
出
演
＝
ト
リ
ミ
ラ
イ
ト
、藤
山
祥
太
、吉
田
祥
吾
、

大
石
英
雄
、
山
口
絹
江
、
長 

直
樹
◦
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち
く
ご 

鶴
さ
ん
（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・
５
１
１
１
）
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館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必

要
）」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
11
月
利
用
者
の
会
＝
11
月
19
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）
▽

14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、

西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、三
河
小
、

南
中
）
▽
15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、

川
崎
小
、見
崎
中
、上
陽
北
汭
学
園
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き
を
と
っ

て
い
な
い
事
業
主
の
人
は
、
所
轄
の

労
働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
課
（
☎
０
９
２
・
４

３
４
・
９
８
３
５
）

働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・

３
０
・
１
０
３
４
）

　
賃
金
未
払
い
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、

解
雇
や
職
場
内
の
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

労
働
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
10
時
～
16
時

⃝
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
２
・

４
１
３
１
（
相
談
無
料
）

　
暴
力
団
等
の
暴
力
被
害
の
救
済

を
目
的
に
、
面
接
・
電
話
に
よ
る

集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
26
日
㈯
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
久
留
米
市
暴
力
追
放
推

進
協
議
会
（
久
留
米
市
役
所
３
階
）

⃝
相
談
電
話
＝
０
９
４
２
・
３
０
・

９
０
５
５

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
・
場
所
＝
▽
12
月
５
日
㈪

～
６
日
㈫
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
▽

７
日
㈬
立
花
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
か
が
や
き
」
▽
８
日
㈭
～
９

日
㈮
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
（
旧

中
央
公
民
館
）
※
時
間
は
13
時
30

分
～
16
時
、
要
予
約

⃝
内
容
＝
多
重
債
務
（
負
債
・
借

金
）、養
育
費
な
ど
の
経
済
的
問
題
、

婚
姻・離
婚
問
題
、生
活
困
窮
な
ど
、

メ
ン
タ
ル
の
包
括
的
相
談

⃝
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
健
康
課

健
康
推
進
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

　
就
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
就
業

相
談
・
各
種
情
報
提
供
か
ら
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
、
子
育
て
に

理
解
が
あ
る
求
人
企
業
の
開
拓
・

就
職
あ
っ
せ
ん
ま
で
一
貫
し
て
支
援

し
ま
す
。
将
来「
働
き
た
い
」と
思
っ

て
い
る
人
も
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
時
間
＝
平
日
８
時
30
分
～
17
時

15
分
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

⃝
場
所
＝
筑
後
労
働
者
支
援
事
務

所
（
久
留
米
市
合
川
町
１
６
４
２-

１
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階
）

⃝
専
用
電
話
＝
０
９
４
２
・
３
８
・

７
５
７
９
※
予
約
不
要
・
相
談
無

料
・
秘
密
厳
守

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
筑
後
労

　
八
女
市
内
在
住
の
中
学
・
高
校

生
男
女
10
人
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
期
間
＝
１
月
２
日
㈪
～
８
日
㈰

⃝
訪
問
国
＝
韓
国

⃝
参
加
費
＝
４
万
円

⃝
募
集
締
め
切
り
＝
11
月
15
日
㈫

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
国
際
交
流
協

会
（
☎
２
４
・
１
２
５
０
）

　
八
女
市
立
公
立
保
育
所
再
編
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
八
女
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
子

育
て
支
援
課
に
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

⃝
期
間
＝
11
月
1
日
㈫
～
25
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　
ほ
ろ
よ
い
気
分
で
温
泉
に
、
グ
ル

メ
に
、
紅
葉
狩
り
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
総
合
体
育
館
で
申
し
込
み

受
付
中
。（
先
着
45
人
）

⃝
期
日
＝
11
月
13
日
㈰

⃝
場
所
＝
高
塚
地
蔵
尊
、
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
工
場
見
学

⃝
参
加
費
＝〈
一
般
〉
大
人
４
千
円
、

子
ど
も
２
千
円
、〈
会
員
〉
大
人
３

５
０
０
円
、
子
ど
も
１
５
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
４
０
０
有
余
年
の
伝
統
と
福
岡

を
源
流
と
し
た
古
武
術
・
神
道
夢

想
流
杖
術
の
練
習
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
中
学
生
以
上
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
大
歓
迎
。

⃝
練
習
＝
▽
毎
週
日
曜
日
９
時
～

12
時
▽
毎
週
火
曜
日
20
時
～
22
時

⃝
場
所
＝
総
合
体
育
館
剣
道
場

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
森
田
さ
ん

（
☎
０
８
０
・
１
７
０
５
・７
６
５
０
）

　
師
走
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、

お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
弁
護
士

と
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
秘
密
厳
守
。
３
日
前

　来年度の小・中学校通学区域
制度の弾力的運用 ( 一部学校選
択制 ) の申請を受け付けます。
◦対象＝平成 24 年度八女市立
小・中学校入学予定者で、住所
地を通学区域とする学校 ( 指定
校 )以外の学校を希望する児童・
生徒
◦期間＝11 月７日㈪～ 11 月18
日㈮の平日８時 30 分～17 時 15
分※水曜は 19 時まで受付
◦申請場所＝学校教育課 ( 市役
所南庁舎３階 ) ※申請手続きは
保護者が行ってください。印鑑
をご持参ください。
◦問い合わせ＝学校教育課
　（☎２３・１９５４）

小
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
労
働
保
険

子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
専
用
電
話

少
年
の
翼
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
12

公
立
保
育
所
再
編
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
バ
ス
ハ
イ
ク

全
国一斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

暴
力
被
害
集
中
相
談

い
の
ち
ほ
っ
と
法
律
相
談

杖
道
会
会
員

税を考える週間
www.nta.go.jp

◦年末調整説明会
11月17日㈭13時30分～サザンクス筑後（小ホール）
11月22日㈫13時30分～おりなす八女（大ホール）
問い合わせ＝八女税務署（☎２３・５１９１）

　平成 23 年度の「税を考える週間」は「税の
役割と税務署の仕事」がテーマです。

一部学校選択制の
申請を受け付けます

11/11金
～17木

税を考える週間 検索←
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無料法律相談
◦11月17日㈭（11/7 予約開始）、12 月1
　日㈭（11/25 予約開始）13:00 ～16:00 ／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦11 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦11 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦11 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
地域福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 11 月 18 日㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦11月10日㈭13:30 ～ 16:30
※予約男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦11月21日㈪９:30～11:30／
　働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦11月11日㈮13:00 ～14：00/矢部公民館
◦11月15日㈫10:00 ～11：00/黒木総合支所
◦11月25日㈮13:00 ～14：00/そよかぜ（星野）
※問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦11月4日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
◦11月9日㈬13:00 ～ 16:00/立花市民センター
◦11月11日㈮13:00 ～ 16:00/ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦11月16日㈬13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦11月14日㈪13:30 ～ 16:00/地域福祉
　センター（上陽）
◦11月2日㈬、16日㈬9時30分～ 12時
　／ふじの里（黒木）
◦11月28日㈪13時～ 16時/立花市民センター
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦11月11日㈮13:30 ～ 16:00/ふじの里（黒木）
◦11月18日㈮13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦11月2日㈬、16日㈬、30日㈬／
　13:30 ～ 16:00／社会福祉会館
◦11月9日㈬13:30 ～ 16:00 ／
　地域福祉センター（上陽）
◦11月2日 ㈬、16日 ㈬9:30 ～ 12:00 ／

　ふじの里（黒木）
◦11月9日㈬9:30 ～ 12:00 ／
　かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談
◦11月4日㈮13:00～15:00／商工会議所
税務相談
◦11月14日㈪10:00～15:00/商工会議所
経営支援相談
◦毎週月曜日13:30～16:30/商工会議所
　※予約☎２２・５１６１
社会保険個別相談
◦11月16日㈬10:00～15:00/商工会議所
　※久留米年金事務所へ要予約
　☎0942・33・6192
不動産相談
◦11月24日㈭13:00～15:00/商工会議所
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦11月15日㈫13:00 ～ 14:30 ／
八女市役所102会議室
◦11月10日㈭９:00 ～ 10:00 ／地域福
祉センター（上陽）
◦11月11日㈮・15日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月1日㈫・15日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦11月24日㈭10:00 ～12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）（☎0944・72・2812）
多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）

◦毎週月・水・金曜８:30～16:30 ／ 八 女
市役所消費生活相談室☎23・1183
◦毎週水曜9:00～16:00 ／黒木総合支
所１階第３相談室☎２３・１１８３

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
所（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
　所（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
◦平日９:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:40
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 18:00 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担
保相談（武富士破たんに伴う電話相談）
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19:00 ～ 20:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
八女市地域包括（本所内）23・1203
八女市東部地域包括（黒木総合支所
内）☎42・1119

【高齢者相談センター】
八女市社会福祉協議会（☎23・0294）
上陽支所（☎54・3629）
黒木支所（☎42・2131）　　
立花支所（☎37・0036）
矢部支所（☎47・3123）
星野支所（☎52・3165）

火災出火件数   3件 （  36件）
救急出動件数 235件  （2,236件）
救急搬送人数 225人 （2,170人）

発生件数 40件 （363件）
傷　　者 57人 （491人）
死　　者 0人 （2人）

※（　）内は 1月からの累計

人口 69,571  (-81)
男 32,794  (-20)
女 36,777  (-61)

世帯数 23,919  (+ 4)
　※（　）内は前月比

出生 38 人 転入 114人
死亡 85 人 転出 148人

相談はお気軽にどうぞ

◦国民健康保険税（第 5 期）
◦介護保険料（第 5 期）
◦後期高齢者医療保険料（第 5 期）
◦住宅家賃
◦保育料 ▼ 9 月の交通事故の状況

▼ 9 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（10 月1日現在）

▼ 9 月の異動       納期限・口座振替日は11月30日㈬
※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。納期限内
の納付にご協力ください。遅れると延滞金が加算されることに
なります。※納付書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

11
月
に
納
め
る
も
の

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約



●釈迦岳・御前岳の登山情報等の問い
合わせ　矢部支所商工観光係（☎47・
3111）●杣人の家　受付時間 ／ 10時～
16時　メニュー ／ 公卿さん懐石 1,575円
～3,675円  あるぺん串焼き1,575円  ぼた
ん鍋1,575円  団子汁定食1,050円など
●問い合わせ・予約　杣人の家　八女市
矢部村北矢部9932番地　（☎47・2173）
※完全予約制

矢
部
村
に
は
、
福
岡
県
内
で
最

高
峰
を
誇
る
釈
迦
岳
や
御
前
岳
な

ど
登
山
者
に
も
人
気
の
山
が
あ
り

ま
す
。

春
に
は
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
や
新
緑
、
７
月
中
旬
か
ら
８
月

上
旬
に
か
け
て
は
珍
し
い
オ
オ
キ
ツ
ネ

ノ
カ
ミ
ソ
リ
の
群
生
、
秋
は
紅
葉
、

冬
は
樹
氷
が
美
し
く
、
頂
上
か
ら
は

阿
蘇
や
久
住
連
山
、
英
彦
山
や
有

明
海
が
展
望
で
き
ま
す
。
中
腹
に
は

清
ら
か
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
八
ッ

滝
、
遊
歩
道
の
途
中
に
は
周
辺
の

山
々
を
眺
め
な
が
ら
休
憩
の
で
き
る

源
流
の
森
な
ど
、
大
自
然
の
息
吹

を
全
身
で
感
じ
る
事
が
で
き
ま
す
。

登
山
ブ
ーム
、
山
ガ
ール
…
最
近
よ
く

耳
に
す
る
言
葉
で
す
が
、
八
女
市
に

も
こ
ん
な
す
て
き
な
山
が
あ
る
ん
で

す
。
登
山
を
始
め
て
み
よ
う
か
な
と

思
っ
て
い
る
人
、
美
し
い
山
々
の
景
色

を
楽
し
み
た
い
と
い
う
人
、
地
元
の

山
か
ら
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
矢
部
に
は
“
杣
人
の
家
”
と

い
う
食
事
処
が
あ
り
ま
す
。
約
１
５

０
年
前
の
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た

趣
き
の
あ
る
民
家
で
、
現
在
は
お
二

人
で
お
い
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
を
提
供

し
て
あ
り
ま
す
。
手
作
り
こ
ん
に
ゃ

く
の
酢
み
そ
あ
え
、
手
打
ち
そ
ば
、

お
茶
の
花
・
柿
の
葉
・
三
つ
葉
や
し

い
た
け
な
ど
の
天
ぷ
ら
、
清
流
で
と

れ
た
ヤ
マメ
の
塩
焼
き
、
よ
も
ぎ
ま

ん
じ
ゅ
う
…
な
ど
矢
部
の
四
季
折
々

の
旬
の
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ

た
心
の
こ
も
っ
た
あ
た
た
か
い
料
理

を
お
な
か
いっ
ぱ
い
堪
能
す
る
事
が
で

き
ま
す
よ
。
８
～
14
品
が
ぜ
い
た
く

に
並
ぶ
郷
土
料
理
フルコ
ース
「
公
卿

さ
ん
懐
石
」、
冬
に
は
温
か
い
ぼ
た
ん

鍋
（
し
し
鍋
）
が
人
気
で
す
。
杣
の

四
季
が
は
ぐ
く
ん
だ
旬
の
恵
み
に
舌

つ
づ
み
。

友
人
や
知
り
合
い
を
誘
っ
て
、
あ

た
た
か
い
お
も
て
な
し
に
触
れ
る
旅
に

出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※本ページ右下のサービス券を杣人の家
で食事の際に持参されると手作りの柚子
ごしょうをプレゼント！

（有効期限 平成23年12月31日）

茶
の
く
に　
　
　
　
　

◇14

　
　
　
　
　
　

自
然
の
恵
み
、
杣
の
恵
み

観光振興課 しば
た

♬放送時間＝毎週土曜日 9:30～9:55　♬放送時間＝エフエム福岡 82.1mhz（久留米中継局） 茶のくに
八女は楽しい♬

♪

▼
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
日
本
代
表
。
フ
ラ
ン

ス
戦
の
後
半
が
結
構
い
い
試
合

だ
っ
た
だ
け
に
期
待
し
た
け
ど
１

分
３
敗
。
８
年
後
は
日
本
開
催
。

ま
ず
は
数
十
年
前
の
大
学
や
社

会
人
ラ
グ
ビ
ー
の
よ
う
な
人
気

復
活
を
期
待
し
た
い
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
実
家
の
山
に
栗
の
木
が
あ
り

（
大
部
分
は
イ
ノ
シ
シ
に
食
べ
ら

れ
て
い
ま
す
が
）
今
年
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
栗
を

見
る
と
小
さ
い
こ
ろ
読
ん
だ「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
の
話
や
、今
は
亡
き

両
親
を
思
い
出
し
、ち
ょ
っ
ぴ
り

切
な
く
な
り
ま
す
。
山
の
恵
み

に
感
謝
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

梅野 廉
れ ん た ろ う

太郎ちゃん

新原 稟
り ん と

都ちゃん

Ｈ22年11月15日生（本村）

Ｈ22年11月25日生（納楚）

ちさとちゃん、ことね
ちゃんと仲良く遊んで
ね♪

れんの成長が楽しみ☆
いっぱい食べて、寝て、
元気に育ってね。

新鮮で素敵な毎日をあ
りがとう♡これからも
健やかに育ってね！

佳歩の笑顔が幸せを運
んできてくれます。健
やかに育ってね。

笑顔いっぱいの優しい
子に育ってね。お誕生
日おめでとう☆

いつも笑顔で元気な莉
音ちゃん。これからもす
くすく大きくなってね。

石橋 大
た い が

雅ちゃん

田中 珠
し ゅ り

莉ちゃん

最所 愛
あ ゆ ね

有音ちゃん

Ｈ22年11月1日生（室岡）

Ｈ22年11月19日生（北大淵）

Ｈ22年11月26日生（本分）

堀川 佳
か ほ

歩ちゃん

中村 爽
さわ

ちゃん

宮㟢 莉
り お ん

音ちゃん

Ｈ22年11月3日生（吉田）

Ｈ22年11月20日生（祈祷院）

Ｈ22年11月26日生（馬場）

中山 あかりちゃん

Ｈ22年11月14日生（本村）

上妻 亜
あ ゆ み

佑実ちゃん

Ｈ22年11月25日生（山崎）
笑顔がキュートなあゆ
ちゃん♡お誕生日おめで
とう♡元気に育ってネ‼

祝1歳！いやし系担当の
ニコニコたいぴょん♡
元気に育ってね‼

しゅりの笑顔で家族み
んなが幸せな気持ちに
なれます。大好きだよー

おてんば娘のあゆね
ちゃん♥これからも元
気に大きくなってね！

お誕生日おめでとう♡
ニコニコ笑顔で元気
いっぱい育ってね‼

いつも泣き虫な永遠
くん。これからもお姉
ちゃんと仲良くね☆

パワフルボーイ真翔
♥ Happy Birthday ♥
元気に育って

パパそっくりの優くん。
兄弟３人仲良くね。

♥祝1歳♥ダンスの上手
なのあちゃん。ずっと家
族のアイドルでいてね★

お誕生日おめでとう。
元気いっぱい、やさし
い子になってね。

みーたん誕生日おめでと
う♡これからも笑顔で
元気に大きくなってね。

みんなを笑顔にしてくれ
てありがとう。楽しい思
い出いっぱいつくろうね！

詩音ちゃん、もう１歳
だね。おめでとう‼明
るく元気に育ってネ♡

お誕生日おめでとう♡
いつもステキな笑顔を
ありがとう！

ゆあちゃん♡あこ姉と
ケンカして遊んで一緒
に大きくなってね♡

橋本 望
の あ

愛ちゃん 江渕 くるみちゃん

曽根 美
み ゆ う

優ちゃん

東 つぐみちゃん田中 詩
し お ん

音ちゃん

緒方 萌
め い

衣ちゃん 宮本 結
ゆ あ

愛ちゃん

永田 弘
ひ ろ む

夢ちゃん

中村 永
と わ

遠ちゃん入江 真
し ん と

翔ちゃん

木下 優
ゆ う と

人ちゃん

Ｈ22年11月12日生（白木） Ｈ22年11月12日生（龍ケ原）

Ｈ22年11月23日生（高塚）

Ｈ22年11月12日生（蒲原）Ｈ22年11月14日生（室岡）

Ｈ22年11月29日生（木屋） Ｈ22年11月23日生（田形）

Ｈ22年11月10日生（蒲原）

Ｈ22年11月18日生（本村）Ｈ22年11月21日生（白木）

Ｈ22年11月28日生（高塚）

よ
か
　
　

と
こ
巡
り

柚子ごしょうプレゼント

（杣
人の
家）

※た
だし
食事
をさ
れた
人に
限る

H２
３.
１２
.３
１

有
効
期
限茶

の
く
に

 サ
ー
ビ
ス
券

　　いただきます
矢部の自然の恵みを ♬

おたんじょうびおめでとう

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

広報

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は環境にやさしい再生紙、大豆油インクを使用しています

満１歳のお子さまの写真を募集しています。名前・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を
添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。応募多数の場合
は先着順となります。写真はお返ししていません。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）




